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はじめに 

 

■ 安全に正しくお使いいただくために 

 

本書には津田電気計器(株)製の搬送形連絡遮断装置（RS）を正しくお使いいただくために安全表示が

記述されています。本書を必ず保管し、必要に応じて参照してください。 

 

 

 

■ 注意表示について 

 

本書では搬送形連絡遮断装置（RS）を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示で

表します。 

ここで示している注意事項は、安全に関する内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を
負ったり、物的損害の発生が想定される内容を示します。注意

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示します。警告



 

 

安全上の注意 

 

 

搬送形連絡遮断装置（RS）の取付および試験は、安全のため下記内容を確認してから作業に取りか

かって下さい。 

 

 

 

 

 

１． 配線作業を通電状態で行うと感電の恐れがあります。 

配線作業は必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。 

  

 

 

 

 

１． 誤配線は機器や設備の故障、焼損、火災等の原因になります。 

接続図等を十分に確認し、誤配線のないよう注意して配線を行ってください。 

  

２． ネジの緩みは発熱、焼損、断線や機器の脱落の原因になります。 

  

３． 絶縁抵抗測定および耐電圧試験を行う場合は本取扱説明書の記載内容に基づいて実施して

ください。 

  

 

  

安全に関する使用上の注意警告

安全に関する使用上の注意注意
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１．概要 

1-1．連絡遮断装置の概要 

搬送形連絡遮断装置（以下、連遮装置）は、電鉄用直流被制御所（変電所/き電区分所/タイポスト）において

直流き電回路の連絡遮断に使用する装置です。直流高速度遮断器（54F）や故障選択装置（50F）が片側の被制

御所でしか検出できないような短絡故障の場合でも、連絡遮断装置で対向変電所の遮断器を迅速に開放させること

によって、両変電所間の短絡故障回線を停止し、被害の拡大を防ぎます。 

 

 

図 1-1．連遮装置の目的 

 

 

1-2．装置型式の解説 

 

搬送形連絡遮断装置の型式比較表を表 1-1 に示します 

本書は HR-21H-1 型、HR-22H-1 型、HR-23H-1 型の取扱説明書です。 

 

表 1-1．搬送形連絡遮断装置 型式比較表[※1][※2] 

項目 解説 HR-11H-1 HR-12H-1 HR-21H-1 HR-22H-1 HR-23H-1 

故障点標定用データの伝送 

情報計測装置と接続 
6-10 節 無し 有り 

伝送距離 3-2 節 20km 以下 15km 以下 

伝送速度 3-2 節 300bps 1200bps 

き電延長用動力操作断路器

（89FT）との連動対応 
1-3 節 無し 無し 有り 

再閉路機能 6-9 節 有り 無し 有り 無し 有り 

再閉路禁止入出力機能 [※3] 6-8 節 有り/無し 有り/無し 無し 有り 有り 

[※1] 旧製品、特殊仕様品は上記型式比較表には掲載していません。 

[※2] 表 1-1 には主要な相違点のみ掲載しています。表 1-1 の項目以外にも各型式で異なる項目があります。 

[※3] HR-11H-1 型と HR-12H-1 型には再閉路禁止入出力機能「有り」のタイプと「無し」のタイプの両方があります。 

    再閉路禁止入出力機能の有無については装置前面パネルを確認して下さい。 
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1-3．連絡遮断装置の構成 

 

搬送形連絡遮断装置は一対の専用連絡線を使用して、対向する被制御所に設置された装置との通信をモデム

で行う装置です。 

本書の対象は以下の図 1-2 のように、情報計測装置と接続することにより故障点標定用データを対向する被制御

所に伝送することが可能なタイプの連遮装置になります。 

 

 

連遮装置

（A側）

連遮装置

（B側）

連遮装置

（A側）

連遮装置

（B側）

上り線

下り線

自遮信号

連遮信号

連絡線 連絡線

情報計測
装置

情報計測
装置

被制御所1 被制御所2　Tき電状態 被制御所3

89FT

89FT

延長信号

自遮信号

連遮信号

自遮信号

連遮信号

自遮信号

連遮信号

情報計測装置

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（投入状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（開放状態）

 

 

図 1-2．搬送形連絡遮断装置の構成例 
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1-4．HR-23H-1 型の特徴 [き電延長用動力操作断路器（89FT）の接続] 

 

HR-23H-1 型の連遮装置では、対向する被制御所の連絡遮断の他、き電延長用動力操作断路器の状態に対

応した外部接点（89FT）を介して延長信号を接続することで、Ｔき電における 3 点連絡遮断および延長き電における

延長連絡遮断に対応することができます。 

89FT｢開｣にて通常の並列対向き電における連絡遮断します。また、89FT「閉」にてＴき電における 3 点連絡遮断

及び延長き電における延長連絡遮断に対応できます。89FT は図 1-3 のように接続してください。 

 

89FT が正しく接続されていない場合、不要動作または、不動作の原因となりますのでご注意下さい。 
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再閉路禁止延長入力

再閉路禁止延長出力
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上り連遮延長出力

再閉路禁止延長出力

再閉路禁止延長入力
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形
連
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遮
断
装
置
（Ｂ
側
）

89FT：き電延長用動力操作断路器の状態に対応した接点。断路器投入で接点「閉」 

 

図 1-3．き電延長用動力操作断路器（89FT）の接続 

 

 

1-5．連動要項 

 

付表 1～3 に連遮装置の各型式における連絡遮断機能の連動を示します。 

「下り自遮」「上り自遮」「64P」などの入力条件に対する出力信号を掲載しています。 

全ての組み合わせの入出力を掲載しています。 
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1-6．連絡遮断装置の動作例  

 

 

■動作例（1）並列き電の場合の下り自遮入力   【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型（89FT 無し）】 

 

図 1-4 の被制御所 2 が並列き電状態で連遮装置の設定が「平常」の場合の動作例です。このとき、被制御

所 1 の連遮装置に「下り自遮」の信号を入力した場合、装置は以下の①⇒②⇒③のように動作します。 

 

① 被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自遮」の信号を入力 

② 被制御所 1 の B 側連遮装置が対向する被制御所 2 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

③ 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

 

 

連遮装置
（A側）

平常設定

連遮装置
（B側）

平常設定

連遮装置
（A側）

平常設定

連遮装置
（B側）

平常設定

上り線

下り線

連絡線 連絡線

被制御所1 被制御所2　並列き電状態 被制御所3

①下り自遮入力

②対向被制御所の装置に
　下り連遮信号を伝送

③下り連遮出力

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

 

 

図 1-4．並列き電時の連遮装置の動作例（「平常」設定時） 

【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型】 
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■動作例（2）延長き電の場合の下り自遮入力   【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型（89FT 無し）】 

 

図 1-5 の被制御所 2 が延長き電状態で連遮装置の設定が「延長き電」の場合の動作例です。このとき、被制

御所 1 の連遮装置に「下り自遮」の信号を入力した場合、装置は以下の①⇒②⇒③⇒④⇒⑤のように動作しま

す。 

 

① 被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自遮」の信号を入力 

② 被制御所 1 の B 側連遮装置が対向する被制御所 2 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

③ 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮延長」の信号を B 側連遮装置に出力 

④ 被制御所 2 の B 側連遮装置が対向する被制御所 3 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

⑤ 被制御所 3 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

 

 

連遮装置
（A側）

平常設定

連遮装置
（B側）

延長き電設定

連遮装置
（A側）

延長き電設定

連遮装置
（B側）

平常設定

上り線

下り線

連絡線 連絡線

被制御所1 被制御所2　延長き電状態 被制御所3

①下り自遮入力

②対向被制御所の装置に
　下り連遮信号を伝送

⑤下り連遮出力

延長信号

③延長き電設定時は
　下り連遮延長信号を出力

④対向変電所の装置に
　下り連遮信号を伝送

89FT

89FT

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（投入状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（開放状態）

 

 

図 1-5．延長き電時の連遮装置の動作例（延長き電設定時） 

【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型】 
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■動作例（3）T き電の場合の下り自遮入力   【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型（89FT 無し）】 

 

図 1-6 の被制御所 2 が T き電状態で連遮装置の設定が「T き電」の場合の動作例です。このとき、被制御所 1

の連遮装置に「下り自遮」の信号を入力した場合、装置は以下の①⇒②⇒③⇒④⇒⑤のように動作します。 

 

①   被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自遮」の信号を入力 

②   被制御所 1 の B 側連遮装置が対向する被制御所 2 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

③-1 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

③-2 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮延長」の信号を B 側連遮装置に出力 

④-1 被制御所 2 の B 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

④-2 被制御所 2 の B 側連遮装置が対向する被制御所 3 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

⑤   被制御所 3 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 
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②対向被制御所の装置に
　下り連遮信号を伝送

⑤下り連遮出力

延長信号

③-2 下り連遮延長信号を出力
④-2 対向変電所の装置に
　　 下り連遮信号を伝送

③-1
下り連遮出力

④-1 
下り連遮出力

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（投入状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（開放状態）

89FT

89FT

 
 

図 1-6．T き電時の連遮装置の動作例（T き電設定時） 

【HR-21H-1 型および HR-22H-1 型】 
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■動作例（4）89FT 開放状態（並列き電）の場合の下り自遮入力   【HR-23H-1 型】 

 

図 1-7 の被制御所 2 の 89ＦＴ条件が開放状態（並列き電状態）の場合の HR-23Ｈ-1 型の動作例です。HR-

23Ｈ-1 型の装置はき電状態の選択が無く、全てＴき電連動となっています。このとき、被制御所 1 の B 側連遮装置

に「下り自遮」の信号を入力した場合、装置は以下の①⇒②⇒③のように動作します（図 1-7）。 

 

①    被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自遮」の信号を入力 

②    被制御所 1 の B 側連遮装置が対向する被制御所 2 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送  

③-1  被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

③-2  被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮延長」の信号を B 側連遮装置に出力するが、89FT が開放 

③-2-2 状態のため B 側連遮装置には信号が入力されない。 

 

連遮装置
（A側）

平常設定

連遮装置
（B側）

（Ｔき電連動）

連遮装置
（A側）

（Ｔき電連動）

連遮装置
（B側）

平常設定

上り線

下り線

連絡線 連絡線

被制御所1 被制御所2　並列き電状態 被制御所3

①下り自遮入力

②対向被制御所の装置に
　下り連遮信号を伝送

延長信号

③-1
下り連遮出力

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（投入状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（開放状態）

89FT

89FT

③-2 下り連遮延長信号を出力するが、
　　　　89FT開放状態のため延長信号断

89FT
連動

 

 

図 1-7．搬送形連絡遮断装置の動作例 [89FT 開放状態（並列き電）の場合] 

【HR-23H-1 型の動作例】 
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■動作例（5）89FT 投入状態（T き電）の場合の下り自遮入力   【HR-23H-1 型】 

 

図 1-8 の被制御所 2 の 89ＦＴ条件が投入状態（T き電状態）の場合の HR-23Ｈ-1 型の動作例です。HR-23

Ｈ-1 型の装置はき電状態の選択が無く、全てＴき電連動となっています。被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自

遮」の信号を入力した場合、装置は以下の①⇒②⇒③⇒④⇒⑤のように動作します（図 1-7）。 

 

①   被制御所 1 の B 側連遮装置に「下り自遮」の信号を入力 

②   被制御所 1 の B 側連遮装置が対向する被制御所 2 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送 

③-1 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

③-2 被制御所 2 の A 側連遮装置が「下り連遮延長」の信号を B 側連遮装置に出力 

④-1 被制御所 2 の B 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

④-2 被制御所 2 の B 側連遮装置が対向する被制御所 3 の A 側連遮装置に「下り連遮」の信号を伝送．  

⑤   被制御所 3 の A 側連遮装置が「下り連遮」の信号を出力 

 

連遮装置
（A側）

平常設定

連遮装置
（B側）

（Ｔき電連動）

連遮装置
（A側）

（Ｔき電連動）

連遮装置
（B側）

平常設定

上り線

下り線

連絡線 連絡線

被制御所1 被制御所2　Tき電状態 被制御所3

①下り自遮入力

②対向被制御所の装置に
　下り連遮信号を伝送

③-1
下り連遮出力

被制御所　：　変電所・き電区分所・タイポスト等

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（投入状態）

　　　　　　　　　　54F　：　直流高速度遮断器（開放状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（投入状態）

89FT　：　き電延長用動力操作断路器（開放状態）

89FT

89FT

⑤下り連遮出力

③-2 下り連遮延長信号を出力
④-2 対向変電所の装置に
　　 下り連遮信号を伝送

④-1 
下り連遮出力

延長信号
89FT
連動

 
 

図 1-8．搬送形連絡遮断装置の動作例 [89FT 開放状態（Ｔき電）の場合] 

【HR-23H-1 型の動作例】 
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２．特長  

（1）通信 

● 装置の信頼性を高めるために、連絡線路の雑音やレベル変動に強い 1200bps 全二重、位相変調方式のモ

デムを使用しています。 

● 連絡線の継続する障害（断線・短絡）、あるいは断続する障害が起きても、誤った制御をしません。ただし、許

容値以上の異常なノイズが入ると誤制御することがあります。 

● 誤り制御方式は「連送照合＋パリティチェック」を採用し、誤動作率を低減しています。また、データ化けによる

連絡遮断不動作を回避するため、10 回連続でデータ伝送を行っています。 

● 通信状態を常時監視し、異常がある場合、ループ障害出力（通信異常）として警報出力します。 

 

（2）装置機能 

● 連絡遮断のほか、Ｔき電における 3 点連絡遮断、延長き電における延長連絡遮断が可能です。 

● A 側、B 側共用機となっており、設定変更が可能です。 

● HR-21H-1 型と HR-23H-1 型は再閉路機能付です。再閉路禁止条件の有無を確認して、自動再閉路指

令を行います。 

● HR-23H-1 型は 2 種類の再閉路時間に対応しており、前面のスライドスイッチで簡単に切り替えることができま

す。 

● 情報計測装置と接続することにより、故障点標定用データを対向する被制御所に伝送することができます。 

 

（3）保守・点検機能 

本装置は保守・点検を効率化するため、以下の機能が設けられており、作業被制御所だけの人員配置で保守・

点検作業を行うことができるようになっています。  

● 機能１ 自己監視機能 

装置が動作中に常時自己監視し、装置故障の場合、外部に警報出力します。 

● 機能２ 空制御試験 

一時的に装置の動作は停止しますが、機能の大部分を簡単に点検できます。 

● 機能３ 実試験 

き電盤との連動を点検できる実試験機能を有しています。 

 

（4）装置の互換性 

● 外形寸法および端子配列も同一のため、既存の設備からの置き換えが容易です。 
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３．仕様 

3-1． 一般仕様  

 3-1-1 型  式 HR-21H-1 / HR-22H-1 / HR-23H-1 

 3-1-2 制御電源 DC 100/110V  (変動範囲  DC80V～132V) 

  
消費電力 常用時 最大 10W 

試験時 最大 30W（空制御試験時） 

 3-1-3 耐電圧・絶縁抵抗 (1)端子一括（M1,M2,NC,ZG 端子[※1]を除く）と L1,L2,G,ケース間 

   
AC 2000V   1 分間（商用周波） 

          漏れ電流 20mA 以下 

   DC 1000V にて   10MΩ以上 

   
[※1]：本装置は雷サージ対策を施してあるため、絶縁抵抗測定及び耐電圧試験を行う場

合はＺＧ端子～Ｇ端子間の短絡バーを外し、Ｇ端子のみを接地側として下さい。 

   (2)L1,L2,NC と G,ケース間 

   
AC  500V  1 分間（商用周波） 

漏れ電流 0.1mA 以下 

   DC  500V にて   5MΩ以上 

   (3)M1,M2 と G,ケース間 

   DC  500V  1 分間 

   DC  500V にて    5MΩ以上 

 3-1-4 雷インパルス耐電圧 

[※2] 

端子一括（L1,L2,M1,M2,NC を除く） と G,ZG,ケース間 ±5kV 

  [※2]：JEC-0202-1994 準拠の標準雷インパルス電圧 (1.2/50μs) 印加時 

 3-1-5 使用周囲温度 -10℃～40℃ 

 3-1-6 使用周囲湿度 30%～90%RH（ただし結露のない事） 

 3-1-7 質量 約 8kg 

    

3-2． 性能仕様  

 3-2-1 モデム  

   (1)規格 ITU-T V.22 

   (2)通信速度 1200 bps 

   (3)同期方式 非同期 

   (4)通信方式 2W 全二重 

   (5)変調方式 位相変調(PSK) 

   (6)搬送周波数 オリジネート 1200Hz 

   アンサー   2400Hz 

  
 (7)入出力 

インピーダンス 

600Ω 

  （8）送信レベル -7～-10dBm 

  （9）受信レベル 0～-40dBm (最小 -40±2dBm) 

  (10)通信線路との絶縁 別途準備の絶縁型保安器を使用する。（耐圧 5000V） 
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 3-2-2 伝送(連遮信号)  

   (1)使用通信線路 2W 

   (2)伝送方式 変形サイクリックデジタル伝送 

 

 

 (3)フレームの構成 11bit 11bit 

1 データ 11bit 

同一データを 2 連送する 

   (4)誤り制御方式 2 連送照合 及び パリティチェック 

 3-2-3 伝送(情報計測装置信号)  

   (1)伝送方式 変形サイクリックデジタル伝送 

   (2)フレームの構成 11bit 

   (3)誤り制御方式 パリティチェック 

 3-2-4 伝送時間 常時 100ms 以下 

 3-2-5 伝送距離 15km 以下 

 3-2-6 信号伝送の 

ノイズマージン 

模擬通信線路 15km 使用において 

1200Hz 及び 2400Hz のノイズで-25dBm 

 3-2-7 入出力信号の規格  

   (1) 入力信号電圧 DC100/110V 

   (2) 入力信号電流 10mA 以下 

 

 

 (3) 入力信号時間 

 

 

10ms～500ms 

ただし、継続信号（活線作業中入力、遮断器条件入力、Z 切替入力）

を除く 

   (4) 出力接点容量 DC100/110V 100mA 

   (5) 出力信号時間 約 500ms ，50F 感度変更 約 4 秒 

 3-2-8 自己監視機能   

  装置の主要部分を常時監視し、異常検出すると外部警報を出力すると共に、装置の再チェックを行う。 

 3-2-9 装置故障等による異常出力切り離し 

 
 

5 秒以上 連遮信号、及び再閉路指令信号が ON すると、出力回路を開放し、“出力異常”ランプを

点灯させ、外部警報を出力する。 

 3-2-10 3 点遮断及び延長連絡遮断 [※3] 

 
 

対向する被制御所等の連絡遮断のほか、3 点遮断及び延長遮断ができる。 

[※3] HR-23H-1 型はき電延長用動力操作断路器との連動が必要。 

 3-2-11 空制御試験機能 

 
 

1 箇所の被制御所だけの人員配置で、自被制御所、及び対向被制御所のき電盤の入出力回路 

を空制御できる。 

 3-2-12 実遮断試験機能 

  1 箇所の被制御所だけの人員配置で、自被制御所のき電盤との連動試験ができる。 

 3-2-13 連絡線の常時監視 

 
 

連絡線及び対向被制御所の連絡遮断装置との連絡状態を常時監視し、異常時にはアラームランプを

点灯させ、外部に警報を発信する。 

 

3-2-14 再閉路機能 [※4] 

6-9．再閉路機能詳細を参照 

[※4] HR-21H-1 型、HR-23H-1 型搭載機能。HR-22H-1 型には非搭載。 

 
3-2-15 情報計測装置の故障点標定用データ伝送機能 

隣接の被制御所に故障点標定用データを伝送する機能を有する。 
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４．装置前面と背面の説明 

4-1．装置前面の説明 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

表 4-1．装置前面の説明 

名称 機能 

① 電源スイッチ 制御電源の入・切のスイッチです。 

② 電源ヒューズ 電源用ヒューズです（タイムラグヒューズ 1A L=20）。 

③ 電源表示灯 
制御電源 DC100V 及び装置内部電源 DC5V,DC24V の状態を示します。 

各電源の正常／異常時の電源表示灯の点灯状態を下表に示します。 
 

 
全電源正常時 

  

電源異常時 

（DC5V） 

電源異常時 

（DC24V） 

電源異常時

（DC100V） 

電源スイッチ

OFF 

電源 

表示灯 

DC 5V 緑点灯 赤点灯 赤点灯 消灯 消灯 

DC 24V 緑点灯 緑点灯 赤点灯 消灯 消灯 

DC100V 緑点灯 緑点灯 緑点灯 消灯 消灯 

② 

① 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ ⑦ 

図 4-1（a）．装置前面パネル（HR-21H-1 型） 
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表 4-1．装置前面の説明（続き）  

名称 機能 

④ 装置状態表示灯  

 ■RUN 表示灯 装置の状態表示です。正常時“緑”点灯、異常検出時“赤”点灯します。 

 ■出力異常表示灯 5 秒以上連遮信号、及び再閉路指令信号が ON すると“赤”点灯します。 

 ■ループ障害表示灯 ループ障害を検知した時“赤”点灯します。（詳細は 6-4 節参照） 

 ■検定表示灯 
受信の状態を示す表示灯です。受信データにフレーミング・パリティエラーがある時、キャリ

断発生中は“緑”点灯から“赤”点灯に変化します。 

 ■送信表示灯 対向被制御所の連遮装置にデータを送信した時“緑”点灯します。 

 ■受信表示灯 対向被制御所の連遮装置からデータを受信した時“緑”点灯します。 

 ■再閉路起動中表示灯 再閉路条件の成立後、一定時間“橙”点滅します。 ※HR-22H-1 型にはありません。 

⑤
アラーム表示灯 

（押ボタンスイッチ） 

CPU が装置異常またはループ障害を一度検知すると“赤”点灯を保持します。 

電源切入しても消灯せず、点灯を保持します。 

異常復旧時に、スイッチを押した場合、“赤”点灯保持をリセットします。 

CPU が停止する装置異常については異常継続時、消灯しています。 

⑥ A 側／B 側切替スイッチ 

A 側・B 側の切替スイッチです。 

対向の連遮装置との組み合わせで必ず A と B の組み合わせに設定して下さい。 

切替スイッチの設定及び連絡線の接続は制御電源投入前にして下さい。  

⑦ A 側／B 側表示灯 
装置が A 側状態の時、A 側表示灯が“緑”点灯します。 

装置が B 側状態の時、B 側表示灯が“緑”点灯します。 

図 4-1（b）．装置前面パネル（HR-22H-1 型） 

② 

① 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ ⑦ 
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表 4-1．装置前面の説明（続き） 

名称 機能 

⑧ 常用／試験切替スイッチ 

通常は「常用」側に、試験時は「試験」側に倒します。 

試験終了後は必ず「常用」へ切り替えてください。 

「常用」「試験」状態を切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に

設定して下さい。「実試験」では「常用」「試験」状態が切り替わりません。 

※スイッチはロック付きです。切り替える際は手前に引きながら切り替えて下さい。 

※装置の機能停止：制御電源投入中の状態で機能を停止したい場合、「試験」に設定します。こ

の時、装置はすべての外部入出力から切り離された状態になっています。 

⑨
常用表示灯 

試験表示灯 

装置の状態を示す表示灯です。 

常用時、常用表示灯が“緑”点灯、試験時、試験表示灯が“赤”点灯します。 

⑩ 入力表示灯 

入力端子に対応し、入力信号有の時“赤”点灯します。 

また、試験時に入力チェック表示灯として使用します。 

次の入力信号を表示します。「64P」「下り自遮」「上り自遮」「下り連遮延長」「上り連遮

延長」「再閉路禁止延長」「再閉路禁止（※HR-22H-1 型のみ有り）」 

⑪ 応答表示灯 

出力端子に対応し、出力信号有の時“赤”点灯します。 

試験時に対向被制御所の連遮装置からの応答チェック表示灯として使用します。 

次の応答信号を表示します。「下り連遮」「上り連遮」「下り連遮延長」「上り連遮延長」

「再閉路禁止延長」「再閉路禁止（※HR-22H-1 型のみ有り）」 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ ⑮ ⑭ ⑯ ⑰ 

図 4-1（b）．装置前面パネル（HR-22H-1 型）【再掲】 
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表 4-1．装置前面の説明（続き） 

名称 機能 

⑫ 43 切替スイッチ 

HR-21H-1 型 

HR-22H-1 型 

上り方面・下り方面の各き電状態に応じて所定の位置に設定します。 

き電状態は「平常」「延長き電」「Ｔき電」の中から選択可能です。 

HR-23H-1 型 
上り方面・下り方面の再閉路時間を設定します。 

「平常 1」または「平常 2」のどちらかの再閉路時間を選択して下さい。 

⑬ 43 表示灯 
上り方面・下り方面の各 43 設定状態を“緑”点灯で示します。 

常用時のみ点灯します。試験時は点灯しません。 

⑭ 試験状態切替スイッチ 
試験時の状態を切り替えます。試験状態は「空制御試験」「実試験<上り>」「実試験<

下り>」の中から選択可能です。 

⑮ 試験状態表示灯 試験状態を“赤”点灯で示します。試験時のみ点灯し、常用時は点灯しません。 

⑯
試験開始表示灯 

（押ボタンスイッチ） 

試験時「空制御試験」に設定した時、試験開始表示灯が“赤”点灯します。 

試験時「実試験」に設定した時、試験開始表示灯が“赤”点滅します。 

「空制御試験」「実試験」の試験開始押ボタンスイッチとしても使用します。 

試験時のみ有効です。常用時は無効になっています。 

※実試験を実施する場合、連遮信号が出力されることがありますので御注意下さい。 

⑰ 空制御試験判定表示灯 

空制御試験の判定が良の時“緑”点灯が継続し、否の時“赤”点灯が継続します。 

表示灯の点灯は、制御電源の切入、常用状態への切り替え、実試験状態への切り替

え、空制御試験再試験のいずれかを実施するまで継続します。 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ ⑮ ⑭ ⑯ ⑰ 

図 4-1（c）．装置前面パネル（HR-23H-1 型） 
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4-2．装置背面の説明 

 

 

 

 

  

銘板 

端子台（40-M3.5 端子ネジ） 

端子台（20-M3.5 端子ネジ） 

接地端子 

（M4 ネジ） 

図 4-2．装置背面図 

4-M8×25 スタッド 
※パネル取付（M8 ナット） 
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4-3．端子の説明 

表 4-2．端子の説明 

端子台 

端子符号[*1] 機能解説 
各型式の機能の有効性[*2] 

HR-21H-1 HR-22H-1 HR-23H-1 

P,N 制御電源入力端子（DC100/110V） 有効 

ZG サージ吸収用接地端子 有効 

G 

接地端子 

※本装置は雷サージ対策を施してあるため、絶縁抵抗測定および耐電圧試験を行う場

合は ZG 端子～G 端子間の短絡バーを外し、G 端子のみを接地側として下さい。 

有効 

1,2 連絡遮断出力 【有電圧接点】 （1：下り  2：上り） 有効 

3,4,5,6 連絡遮断出力 【フリー接点】 （3,4：下り 5,6：上り） 有効 

7,8 [*3] 
再閉路指令出力 

再閉路起動出力(自遮) 
【有電圧接点】 （7：下り  8：上り） 有効  

9,10,11,12 50F 感度変更出力 【フリー接点】 （9,10：下り 11,12：上り） 有効 無効 有効 

14 再閉路禁止出力 【有電圧接点】  無効 有効 無効 

21,22 自動遮断入力 【DC100V 入力】 （21：下り 22：上り） 有効 

23 64P 動作入力 【DC100V 入力】  有効 

24 高配入力 【DC100V 入力】  有効 無効 有効 

25 混触入力 【DC100V 入力】  有効 無効 有効 

26,27 遮断器条件入力 【DC100V 入力】 （26：下り 27：上り） 有効 無効 有効 

28,29 活線作業入力 【DC100V 入力】 （28：下り 29：上り） 有効 無効 有効 

13,30 Z 切替入力 【DC100V 入力】 （13：下り 30：上り） 有効 

31 再閉路禁止入力 【DC100V 入力】  無効 有効 無効 

32,33 再閉路起動出力(連遮) 【有電圧接点】 （32：下り 33：上り） 無効 有効 無効 

41,42 連絡遮断延長出力 【有電圧接点】 （41：下り 42：上り） 有効 

43 再閉路禁止延長出力 【有電圧接点】  有効 

45 試験延長出力 【有電圧接点】  有効 

51,52 連絡遮断延長入力 【DC100V 入力】 （51：下り 52：上り） 有効 

53 再閉路禁止延長入力 【DC100V 入力】  有効 

55 試験延長入力 【DC100V 入力】  有効 

AL1,AL2,AL3 装置故障表示出力 【フリー接点】 （詳細は 6-5 節参照） 有効 

LE1,LE2 ループ障害出力 【フリー接点】 （詳細は 6-4 節参照） 有効 

L1,L2 連絡線通信端子 【連絡線】  有効 

M1,M2 ロケータ機能付情報計測装置との通信用 有効 

 

接地端子 

G 接地用アーススタッド 

※必ず端子台の G 端子とアーススタッドの G 端子を接続するようにして下さい。 

 

[*1]44,54,NC 端子：本型式の装置では使用しません。何も接続しないで下さい。何も符号が割り当てられていない端子：何も接続しないで下さい。 

[*2]各型式で機能の有効/無効が異なります。御使用の際には装置の型式および機能を確認するようにして下さい。 

[*3]7,8 端子は HR-21H-1 型、HR-23H-1 型では再閉路指令出力、HR-22H-1 型では再閉路起動出力となります。  
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５．連絡線の配線 

5-1 連絡線の配線注意事項  

 

ホワイトノイズが-50dBm（2.5mV）以下の良好な連絡線を使用して下さい。また連遮装置～絶縁型

保安器、絶縁型保安器～通信箱の配線についても､ノイズ対策のためツイストシールド線を使用して下

さい。連遮装置から絶縁型保安器間は低圧回路に属します。  

 

L1

L2

G

搬送形連絡遮断装置 絶縁型保安器

T1

T2

ES E

L1

L2

通信箱

連絡線
  対向の変電所へ

遠制用接地
 

図 5-1．連絡線への配線 

 

 

参考：デシベルについて 

伝送においては減衰や利得の単位にデシベル（dB）を使います。 

送端から P1 なる電力を送ったとき、受端の電力が P2 になったとすれば  

dB＝10log10(P2/P1) 

送端の電圧 E１と受端の電圧 E2 とを比較すれば  

dB＝20log10(E2/E1) 

ここで電力の基準を 1mW にとって比較したものを絶対レベル（dBm）とよびます。ある点の電力が 20mW で

あれば、この点の絶対レベルは  

10log1020＝10log10(2×10)＝10log102+10log1010＝3.01+10＝13dBm 

電圧比 E/Er で表す場合には電圧 Er を 0.775V として  

dBm＝20log10(E/0.775) 

として求めます。  

0.775V とは負荷抵抗 600Ωで 1mW の電力を発生する電圧に相当します。 
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5-2．連絡線のホワイトノイズの確認 

 

■ホワイトノイズの測定 

使用前に連絡線のホワイトノイズをレベルメータ等により測定し、ホワイトノイズが-50dBm（2.5mV）以

下であることを確認することをお勧めします。  

 

L1

L2

G

搬送形連絡遮断装置

保
安
器

Ａ側

保
安
器

L1

L2

G

搬送形連絡遮断装置

Ｂ側

連絡線

レベルメータ
600Ω

600Ω

 

図 5-2．ホワイトノイズ測定回路 

 

 

（1） 信号伝達におけるノイズマージン 

図 5-3 の測定回路で伝送不良を生じるノイズレベルの限界は-25dBm（44mV）です。  

（1200Hz 及び 2400Hz のノイズにおいて） 

 

搬送形連絡遮断装置
Ａ側

Ｔ

7.5km 7.5km

Ｔ

ノイズ源
  600Ω

搬送形連絡遮断装置
Ｂ側

模擬連絡線

L1

L2

L1

L2

 

 

図 5-3．伝送不良を生じるノイズレベルの限界 

 

 

（2） キャリ断の時のノイズによる影響 

相手側連遮装置からの伝送信号が受信レベル（-40dBm）以下になると、キャリ断（伝送信号レベルの

低下）を検知しデータ受信を停止します。このとき、検定表示灯が“緑”点灯から“赤”点灯になります。ま

た受信レベル以上の信号が入れば、キャリ（伝送信号）有効を検知し、検定表示灯が“赤”点灯から“緑”

点灯になります。 

次に連絡線に重畳しているノイズが受信レベルより大きい場合は、相手側からの伝送信号が無くなって

も、キャリ断（伝送信号レベルの低下）を検知することが出来ずにノイズによるランダムデータを受信すること

になります。即ち、受信レベル以上のノイズがある場合に、連絡線の断線、短絡または相手側連遮装置の

電源「切」等があった時でも、異常を検知できない時間帯があり、連遮出力等の誤出力を出す可能性が

あります。 
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６．入出力信号 

6-1．入出力回路 

入出力回路のブロック図を図 6-1 に示します。 

RY_g

P

RY_i
N

RY_j
異常出力信号
DC100/110V

P

RY_b

RY_d

RY_f

RY_e

RY_c

電源スイッチ

ヒューズ

制御回路

RY_LE：ループ障害出力リレー
RY_AL：装置異常出力リレー
T_AL1：電源投入監視タイマ（2秒）
T_AL2：出力リレー異常監視タイマ（5秒）

T_AL1 T_AL2

RY1

※入力信号・出力信号用回路
  は複数有り
　本図では代表回路のみ掲載

N

P

下り自遮入力

制御電源
DC100/110V入力

15kΩ
PC1

電源開閉器(8D)

N

P

21

条件入力信号
DC100/110V

  連絡遮断装置 

上り自遮入力 15kΩ
PC2

22

64P入力 15kΩ
PC3

23

RY1

RY3

RY3

1

3

4

RY2

RY4
RY4

2

5

6

RY2

RY1

以降の入力回路は省略
21～23と同様

RY68

RY57

RY79

10

RY8

RY7

RY6

RY5

RY811

12

RY_LERY_LE

RY_AL

RY_AL

T_AL2T_AL1

ループ障害出力
(無電圧接点)

装置異常出力
(無電圧接点)

LE1

LE2

AL1

AL2

AL3

以降の出力回路省略　　有電圧接点は7，8 と同様
無電圧接点は9～12と同様

N
RY_a

P

出力信号
DC100/110V

下り連遮表示出力
(無電圧接点)

上り連遮表示出力
(無電圧接点)

下り連遮出力
(有電圧接点)

上り連遮出力
(有電圧接点)

下り50F感度変更出力
(無電圧接点)

上り50F感度変更出力
(無電圧接点)

下り再閉路指令出力
(有電圧接点)

上り再閉路指令出力
(有電圧接点)

RY_h

(CPU)

PC1～3　 ：フォトカプラ
RY1,2,5,6：出力リレー（有電圧接点用）
RY3,4,7,8：出力リレー（無電圧接点用）
RY_a～j　：連絡遮断装置外部接続リレー

 外部接続

D1

D11

D12

D13

D21

D24

D23

D28

D25

D27

D22

D26

 

図 6-1．入出力信号回路  
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（1）入出力回路の注意事項 1 

図 6-1 の通り、装置に入力された制御電源 DC100V は電源スイッチを通り、ヒューズ・タイマを通った後に制御回

路（CPU）に電源を供給します。制御回路と入出力回路はリレーを介しており、絶縁されています。DC100V の入力

回路と DC100V の出力回路は装置の電源スイッチを通っておらず、制御電源端子と直接接続されています。 

 

 

前面パネルの電源スイッチが切状態であっても、連遮装置の制御電源端子や入出力端子に電圧が印加されて

いる場合、他の入出力端子に回り込んで電圧が印加されていることがあるため、ご注意下さい。 

 

 

（2）入出力回路の注意事項 2 

 

 

制御電源端子 P-N 間に DC100V を印加していない状態で条件信号を入力すると、当該装置が下り 

連遮または上り連遮を出力し、自被制御所の直流遮断器を開放させることがあります。 

 

[条件入力信号] 

下り自遮入力/上り自遮入力/64P 動作入力/高配入力/混触入力/下り遮断器条件入力/ 

上り遮断器条件入力/下り活線作業中入力/上り活線作業中入力/下り Z 切替入力/上り Z 切替入力 

 

[制御電源端子] 

●連絡遮断装置の制御電源端子 P,N に電源を供給無しの状態 

●配電盤の電源開閉器（8D）を切った状態など 

※装置の前面パネルの電源スイッチの状態は関係ありません。 

 

[詳細条件] 

①単線区間（上り連遮と下り連遮の一方を使用） 

制御電源端子 P-N 間に DC100V を印加していない状態で、2 本以上の条件信号を入力すると、当該装置

が下り連遮または上り連遮を出力し、自被制御所の直流遮断器を開放させる場合があります。 

 

②複線区間（上り連遮と下り連遮の両方を使用） 

制御電源端子 P-N 間に DC100V を印加していない状態で、4 本以上の条件信号を入力すると、当該装置

が下り連遮と上り連遮を出力し、自被制御所の直流遮断器を開放させる場合があります。 

 

 

[入出力回路解説] 

図 6-1 の通り、制御電源端子 P,N に DC100V が印加されていない場合、入力端子に入力された信号は、ダイオードと 15kΩ

の抵抗、フォトカプラを通った後、D24 または D28 を通り、1 番端子（下り連遮）または 2 番端子（上り連遮）から信号が出力され

ます。D24 と D28 は外部接続されているリレーから発生するノイズの対策用のダイオードです。このとき、1 番端子または 2 番端子

から出力される信号の数が多ければ多いほど信号から出力される電流値が大きくなり、複数の入力信号を入力している場合

（下り自遮と下り遮断器条件入力など）、1 番端子と 2 番端子に接続されているリレーが動作することがあるため、御注意下さい。 

注意事項 2 

注意事項 1 
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電磁リレーなどの誘導負荷を本装置に接続する場合は、図 6-2 のようにダイオード等で誘導負荷による逆起

電圧の対策を実施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2．有電圧接点出力回路 

 

 

6-2．入力信号 

表 6-1 に入力信号の仕様を示します。 

本装置はエッジ検出（信号の立ち上がり・立ち下がりを検出）で入力信号を検出しています。 

信号の入力時間は表 6-1 の範囲内にて入力して下さい。 

入力信号は DC100/110V を使用して下さい。消費電流は 1 信号につき 10mA 以下です。 

 

表 6-1．入力信号仕様 [※3] [※4] [※5] 

入力信号名 端子 検出方法 入力信号時間[※2] 入力仕様 

自遮入力 

64P 動作入力 

連遮延長入力 

21,22 

23 

51,52 

エッジ検出 10ms～500ms 

DC100/110V,10mA 以下 

高配入力 

混触入力 

再閉路禁止入力 

再閉路禁止延長入力 

24 

25 

31 

53 

エッジ検出 100ms～500ms 

遮断器条件入力[※1] 

活線作業入力 

Z 切替入力 

試験延長入力 

26,27 

28,29 

13,30 

55 

エッジ検出 
100ms～制限無し 

（継続信号） 

[※1]遮断器条件入力は 54Ｆ投入時に DC100/110V を印加して下さい。 

[※2]一度信号が入力してから一定時間（約 0.5～3.0s）は再入力を無視します（継続信号を除く）。 

[※3]上記端子以外には信号を入力しないでください。 

[※4]信号入力中は常用/試験切替スイッチと 43 切替スイッチの切替機能が無効になります（継続信号を除く）。 

[※5]表 6-1 には全型式の入力信号仕様を掲載しています。各型式で有効な入力信号が異なるため、各型式の 

対応は「4-3．端子の説明」を確認して下さい。 

  

RY

出力信号
(有電圧接点)
DC100/110V出力

P
DC100/110V入力

N

  連遮装置 

電磁リレーなど
誘導負荷 

逆起電圧対策
ダイオードなど 

注意事項 3 
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6-3．出力信号 

表 6-2 に出力信号の仕様を示します。 

出力信号は有電圧接点と無電圧接点の 2 種の出力があります。それぞれの回路は図 6-1 の通りです。 

各信号の出力時間は表 6-2 の通りです。 

出力回路の接点容量は DC100/110V 100mA（抵抗負荷）です。接点容量の範囲内で御使用下さい。 

 

表 6-2．出力信号仕様 [※2] 

出力信号名 端子 分類 出力信号時間 接点容量 

連遮出力 

再閉路指令出力 

再閉路起動出力（自遮） 

再閉路禁止出力 

再閉路起動出力（連遮） 

連遮延長出力 

再閉路禁止延長出力 

1,2 

7,8 

7,8 

14 

32,33 

41,42 

43 

有電圧接点 
500ms 

DC100/110V 

100mA 

（抵抗負荷） 
試験延長出力 45 試験状態時出力継続 

連遮出力 3～6 

無電圧接点 

（フリー接点） 

500ms 

50F 感度変更出力 9～12 約 4 秒 

装置異常出力 AL1,AL2,AL3 異常発生中 出力継続 

ループ障害出力 LE1,LE2 ループ障害中 出力継続 [※1] 

[※1]一過性のループ障害（10 秒未満）発生時の出力信号時間：10 秒 

[※2]表 6-2 には全型式の出力信号仕様を掲載しています。各型式で有効な出力信号が異なるため、各型式の 

対応は「4-3．端子の説明」を確認して下さい。 

 

 

6-4．ループ障害出力 

対向の連遮装置との通信が一度成立した後、不成立になった状態を本装置ではループ障害と定義していま

す。ループ障害時は次の条件で LE1-LE2 の接点を出力します。 

● LE1-LE2 の接点出力無し：両側とも電源開放状態から電源投入時、通信不成立の場合。 

● LE1-LE2 の接点出力有り：一度、通信成立後、通信異常が発生した場合。10 秒以上異常が継 

続している場合は継続中出力し続け、10 秒以下の一過性の異常の場 

合は 10 秒間出力します。 

 

ループ障害発生中は装置前面パネルのループ障害表示灯とアラーム表示灯が赤点灯します。 

● ループ障害表示灯：ループ障害発生中、赤点灯。対向の連遮装置との通信復帰後すぐに消灯。 

● アラーム表示灯  ：ループ障害発生中、赤点灯。押ボタンスイッチを押すまで赤点灯を継続。 
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6-5．装置異常出力 

(1) 装置異常出力概要 

本装置の装置異常出力の概要を表 6-3 に示します。 

※装置異常の詳細については表 8-1 を参照下さい。 

 

表 6-3．装置異常出力 

電源 装置状態 
装置異常出力 

備考 
AL1-AL2 AL1-AL3 

電源入 

正常時 開 開   

装置異常時 閉 閉 

CPU 異常検出時 

（RUN 表示灯赤点灯時） 

出力異常時 

ヒューズ断時 

電源断 － 閉 開   

 

(2) 装置異常出力端子 AL1,AL2,AL3 端子について 

   本装置の AL1,AL2,AL3 端子は装置異常出力端子です。 

連遮装置内では図 6-1 のようになっており、AL1,AL2,AL3 の間には下記接点が挿入されています。 

 AL1-AL2 間 ：装置異常の出力リレー（CPU 異常検出時・電源断時閉） 

：出力リレー異常監視タイマ（5 秒以上出力継続時に閉） 

 AL2-AL3 間 ：電源投入監視タイマ（電源投入後 2 秒後に閉） 

 

（3）装置異常出力端子の選択 

 装置異常出力の出力条件は下記①,②のいずれかから選択できます。 

①AL1-AL2 端子：制御電源異常時および断時、電源スイッチ切の時、装置異常を出力したい場合 

②AL1-AL3 端子：制御電源異常時および断時、電源スイッチ切の時、装置異常を出力したくない場合 

 

（4）2 台以上の装置を使用する場合の装置異常出力の接続方法 

AL1

AL2

AL3

装置１

AL1

AL2

AL3

装置２

AL1

AL2

AL3

装置１

AL1

AL2

AL3

装置２

良い例

AL1

AL2

AL3

装置１

AL1

AL2

AL3

装置２

悪い例

 
図 6-3．装置異常出力接続方法（2 台以上の装置使用時） 
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6-6．自遮・連遮 入出力信号 

 

本装置の上下自遮入力および 64P 動作入力の内容を表 6-4 に、上下連遮出力の内容を表 6-5 に示します。 

 

表 6-4．上下自遮入力および 64P 動作入力 

入力信号名 端子 内容 

下り自遮入力 

上り自遮入力 

64P 動作入力 

21 

22 

23 

下り回線の遮断器の開放信号を入力して下さい。 

上り回線の遮断器の開放信号を入力して下さい。 

64P の動作信号を入力して下さい。 

 

表 6-5．上下連遮出力 

出力信号名 端子 内容 

下り連遮出力 

 

上り連遮出力 

1,3,4 

 

2,5,6 

本装置と連絡線を接続している連遮装置から伝送信号を受け、自被制御所の

下り回線の遮断器に開放信号を出力します。 

本装置と連絡線を接続している連遮装置から伝送信号を受け、自被制御所の

上り回線の遮断器に開放信号を出力します。 

 

 

6-7．延長入出力信号 

 

本装置の延長入力信号を表 6-6 に示します。 

本装置の延長出力信号を表 6-7 に示します。 

 

表 6-6．延長入力信号 

入力信号名 端子 内容 

下り連遮延長入力 

 

上り連遮延長入力 

 

再閉路禁止延長入力 

 

試験延長入力 

51 

 

52 

 

53 

 

55 

下り回線の延長信号の入力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制御所

の連遮装置の 41 番端子の下り延長出力に接続して下さい。 

上り回線の延長信号の入力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制御所

の連遮装置の 42 番端子の上り延長出力に接続して下さい。 

再閉路禁止の延長信号の入力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制

御所の連遮装置の 43 番端子の再閉路禁止延長出力に接続して下さい。 

試験状態切替の延長信号の入力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被

制御所の連遮装置の 45 番端子の試験延長出力に接続して下さい。 

 

表 6-7．延長出力信号 

出力信号名 端子 内容 

下り連遮延長出力 

 

上り連遮延長出力 

 

再閉路禁止延長出力 

 

試験延長出力 

41 

 

42 

 

43 

 

45 

下り回線の延長信号の出力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制御所

の連遮装置の 51 番端子の下り延長入力に接続して下さい。 

上り回線の延長信号の出力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制御所

の連遮装置の 52 番端子の上り延長入力に接続して下さい。 

再閉路禁止の延長信号の出力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被制

御所の連遮装置の 53 番端子の再閉路禁止延長入力に接続して下さい。 

試験状態切替の延長信号の出力端子です。付図 1 の総合接続図のように自被

制御所の連遮装置の 55 番端子の試験延長入力に接続して下さい。 



 

 - 26 - 

6-8．再閉路条件入出力信号 

 

本装置の再閉路関係入力信号を表 6-8(a),(b)に示し、再閉路関係出力信号を表 6-9(a),(b)に示します。 

表 6-8 と表 6-9 のうち、（a）は HR-21H-1 型および HR-23H-1 型、（b）は HR-22H-1 型です。 

 

表 6-8（a）．再閉路関係入力信号 [HR-21H-1 型および HR-23H-1 型] 

入力信号名 端子 内容 

高配入力 

混触入力 

下り遮断器条件入力 

上り遮断器条件入力 

下り活線作業入力 

上り活線作業入力 

 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 

再閉路条件信号です。高配回線の遮断器の開放信号を入力して下さい。 

再閉路条件信号です。混触検出継電器動作信号を入力して下さい。 

再閉路条件信号です。下り回線の遮断器投入時に信号を入力して下さい。 

再閉路条件信号です。上り回線の遮断器投入時に信号を入力して下さい。 

再閉路条件信号です。下り回線の活線作業時に信号を入力して下さい。 

再閉路条件信号です。上り回線の活線作業時に信号を入力して下さい。 

 

 

表 6-8(b)．再閉路関係入力信号 [HR-22H-1 型] 

入力信号名 端子 内容 

再閉路禁止入力 

 

31 再閉路条件信号です。起動中の再閉路を禁止したい場合に信号を入力し

て下さい。 

 

表 6-9(a)．再閉路関係出力信号 [HR-21H-1 型および HR-23H-1 型] 

出力信号名 端子 内容 

下り再閉路指令出力 

 

上り再閉路指令出力 

 

下り 50F 感度変更出力 

 

上り 50F 感度変更出力 

 

7 

 

8 

 

9,10 

 

11,12 

 

規定の再閉路時間経過後、再閉路起動信号を出力します。 

下り回線の遮断器の再閉路時投入信号として使用下さい。 

規定の再閉路時間経過後、再閉路起動信号を出力します。 

上り回線の遮断器の再閉路時投入信号として使用下さい。 

規定の再閉路時間経過後、50F の再閉路感度変更信号を出力します。 

下り回線の 50F の感度変更信号として使用下さい。 

規定の再閉路時間経過後、50F の再閉路感度変更信号を出力します。 

上り回線の 50F の感度変更信号として使用下さい。 

 

表 6-9(b)．再閉路関係出力信号 [HR-22H-1 型] 

出力信号名 端子 内容 

下り再閉路起動出力（自遮） 

 

上り再閉路起動出力（自遮） 

 

下り再閉路起動出力（連遮） 

 

 

上り再閉路起動出力（連遮） 

 

 

再閉路禁止出力 

7 

 

8 

 

32 

 

 

33 

 

 

14 

下り回線の自遮信号入力時、下り再閉路起動信号を出力します。 

下り回線の再閉路起動信号として使用下さい。 

上り回線の自遮信号入力時、上り再閉路起動信号を出力します。 

上り回線の再閉路起動信号として使用下さい。 

対向被制御所の連遮装置から下り回線の連遮信号が入力された時、

下り再閉路起動信号を出力します。下り回線の再閉路起動信号として

使用下さい。 

対向被制御所の連遮装置から上り回線の連遮信号が入力された時、

上り再閉路起動信号を出力します。上り回線の再閉路起動信号として

使用下さい。 

再閉路禁止条件成立時、再閉路禁止信号を出力します。 
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6-9．再閉路機能詳細 

 

※再閉路機能は HR-21H-1 型および HR-23H-1 型で有効な機能です。 

HR-22H-1 型には非搭載の機能です。 

 

▼再閉路起動条件 

(1) 対向する被制御所間のき電回線の遮断器が両側とも同時に自動遮断した場合、再閉路起動条件が

成立します。HR-21H-1 型の再閉路は表 6-10、HR-23H-1 型の再閉路は表 6-11 の順序に従って行

います。 

(2) 対向する被制御所のき電回線の一方が自動遮断し、他方が連絡遮断した場合、再閉路起動条件が

成立します。自動遮断した側から先に再閉路を行い、これが成功してから対向側の再閉路を行います。 

 

▼再閉路時間 

(1) HR-21H-1 型 

表 6-10 に、HR-21H-1 型の標準的な再閉路時間[（a）,（b）,（c）の 3 種類]を示します。 

 

 表 6-10（a）．自動再閉路時間 [HR-21H-1 型] [※1] 

 条件 Ａ  側 Ｂ  側 

 1-a 

Ａ側、Ｂ側同時に自動遮断 

上り回線のみ 
30 秒 33 秒 

 1-b 下り回線のみ 

 1-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 2-a 

Ａ側自動遮断、Ｂ側連絡遮断 

上り回線のみ 
30 秒 36 秒 

 2-b 下り回線のみ 

 2-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 3-a 

Ｂ側自動遮断、Ａ側連絡遮断 

上り回線のみ 
36 秒 33 秒 

 3-b 下り回線のみ 

 3-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 表 6-10（b）．自動再閉路時間 [HR-21H-1 型] [※1] 

 条件 Ａ  側 Ｂ  側 

 1-a 

Ａ側、Ｂ側同時に自動遮断 

上り回線のみ 
10 秒 13 秒 

 1-b 下り回線のみ 

 1-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 2-a 

Ａ側自動遮断、Ｂ側連絡遮断 

上り回線のみ 
10 秒 16 秒 

 2-b 下り回線のみ 

 2-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 3-a 

Ｂ側自動遮断、Ａ側連絡遮断 

上り回線のみ 
16 秒 13 秒 

 3-b 下り回線のみ 

 3-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 [※1]再閉路に関係する時間については標準の再閉路時間を示します。装置個別の再閉路時間については、装置添付の決定図内の 

製品仕様書を参照下さい。決定図がお手元にない場合は弊社営業までお問い合わせ下さい。 
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 表 6-10（c）．自動再閉路時間 [HR-21H-1 型] [※1] 

 条件 Ａ  側 Ｂ  側 

 1-a 

Ａ側、Ｂ側同時に自動遮断 

上り回線のみ 
10 秒 15 秒 

 1-b 下り回線のみ 

 1-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 2-a 

Ａ側自動遮断、Ｂ側連絡遮断 

上り回線のみ 
10 秒 15 秒 

 2-b 下り回線のみ 

 2-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 3-a 

Ｂ側自動遮断、Ａ側連絡遮断 

上り回線のみ 
15 秒 10 秒 

 3-b 下り回線のみ 

 3-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 [※1]再閉路に関係する時間については標準の再閉路時間を示します。装置個別の再閉路時間については、装置添付の決定図内の 

製品仕様書を参照下さい。決定図がお手元にない場合は弊社営業までお問い合わせ下さい。 

 

(2) HR-23H-1 型 

表 6-11 に、HR-23H-1 型の再閉路時間[（a）,（b）の 2 種類]を示します。 

HR-23H-1 型では前面パネルのスイッチで再閉路時間を選択することができます。 

 

 表 6-11（a）．自動再閉路時間 [HR-23H-1 型 平常 1 設定時] 

 条件 Ａ  側 Ｂ  側 

 1-a 

Ａ側、Ｂ側同時に自動遮断 

上り回線のみ 
15 秒 19 秒 

 1-b 下り回線のみ 

 1-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 2-a 

Ａ側自動遮断、Ｂ側連絡遮断 

上り回線のみ 
15 秒 23 秒 

 2-b 下り回線のみ 

 2-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 3-a 

Ｂ側自動遮断、Ａ側連絡遮断 

上り回線のみ 
23 秒 19 秒 

 3-b 下り回線のみ 

 3-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 表 6-11（b）．自動再閉路時間 [HR-23H-1 型 平常 2 設定時] 

 条件 Ａ  側 Ｂ  側 

 1-a 

Ａ側、Ｂ側同時に自動遮断 

上り回線のみ 
30 秒 33 秒 

 1-b 下り回線のみ 

 1-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 2-a 

Ａ側自動遮断、Ｂ側連絡遮断 

上り回線のみ 
30 秒 36 秒 

 2-b 下り回線のみ 

 2-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 

 3-a 

Ｂ側自動遮断、Ａ側連絡遮断 

上り回線のみ 
36 秒 33 秒 

 3-b 下り回線のみ 

 3-c 上下回線とも 再閉路せず 再閉路せず 
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▼再閉路起動中の信号出力 

自動再閉路時間の経過後、装置は再閉路指令出力を 500ms 間出力すると同時に、50F 感度変更

信号を 4 秒間出力します。 

 

▼再閉路起動中表示灯 

再閉路起動中表示灯は、自動遮断又は連絡遮断により再閉路が起動してから 40 秒間[※1]又は再閉

路禁止条件成立により再閉路連動が停止するまでの間フリッカします。 

[※1]再閉路に関係する時間については標準の再閉路時間を示します。表 6-10(a),6-11(a)(b) の仕様では 40 秒、表 6-10（b） 

の仕様では 20 秒、表 6-10(c)の仕様では 75 秒または 95 秒になります。 

 

▼再閉路禁止条件 

(1) 先に再閉路した方が再閉路に失敗すると、対向側はこの信号を受けて再閉路を禁止します。 

再閉路した遮断器が最初の事故から 40 秒[※1]以内に再遮断した場合は、再々閉路を禁止します。 

[※1]再閉路に関係する時間については標準の再閉路時間を示します。表 6-10 (a),6-11(a),(b) の仕様では 40 秒、表 6-10（b） 

の仕様では 20 秒、表 6-10(c)の仕様では 75 秒または 95 秒になります。 

(2) 上下き電回線が同時遮断（時差 5 秒以内の自動又は連絡遮断）した場合は再閉路を禁止します。 

(3) き電回線と高配回線が同時遮断（時差 5 秒以内）した場合は再閉路を禁止します。 

(4) 64P 動作入力端子に信号が入力された場合（64 又は 28 が動作）、再閉路を禁止します。 

(5) 混触入力（混触検出継電器動作出力）端子に信号が入力された場合、再閉路を禁止します。 

① 混触入力（混触検出継電器動作出力）と同時に自動遮断又は連絡遮断が発生した場合、再閉

路を禁止します。 

② 再閉路起動中に、混触入力信号が入ると、再閉路を禁止します。 

(6) 遮断器開放中（作業中）は連絡遮断受けによる再閉路(表 6-10,11 条件 2-a,b,3-a,b)を行いません。 

(7) 活線作業入力端子に信号が入力された場合、再閉路を禁止します。 

① 活線作業入力信号が継続して入力されている状態で、自動遮断又は連絡遮断が発生した場合、

再閉路を禁止します。 

② 再閉路起動中に、活線作業入力信号が入ると、再閉路を禁止します。 

(8) ループ障害発生中は再閉路を禁止します。 

① ループ障害発生中に自動遮断又は連絡遮断が発生した場合、再閉路を禁止する。 

② 再閉路起動中にループ障害を検知すると再閉路を禁止します。 

(9) 表 6-12 に再閉路禁止条件を示します。表 6-12 では、入力信号 1 及び入力信号 2 が同時に入力し

た場合、再閉路が起動する前と再閉路起動中（起動直後、起動直後～再閉路後、再閉路後）の4条

件で、再閉路に関係する動作にどのような影響が出るかを示しています。 
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表 6-12．再閉路禁止条件 [※2] 

同時に入出力する 2 信号 2 信号が同時に入出力した時の再閉路動作 

入出力信号 1 入出力信号 2 
再閉路 
起動前 

再閉路起動中 

信号名 信号名 端子符号  起動直後 
起動直後～ 
再閉路 

再閉路後 

自遮または連遮 なし  起動 継続 継続 禁止 

下り(上り)自遮 
または連遮 

上り(下り)自遮 
または連遮 

22(21) 禁止 禁止 禁止 禁止 

下り(上り)自遮 
または連遮 

下り(上り)連遮 
または自遮 

21(22) 起動 継続 継続 禁止 

なし 64P 動作入力 23 禁止 禁止 禁止 禁止 

自遮または連遮 64P 動作入力 23 禁止 禁止 禁止 禁止 

なし 高配入力 24 － 禁止 継続 継続 

自遮または連遮 高配入力 24 禁止 禁止 禁止 禁止 

なし 混触入力 25 － 禁止 禁止 禁止 

自遮または連遮 混触入力 25 禁止 禁止 禁止 禁止 

なし 遮断器開放[※3] 26,27 － 継続 継続 継続 

自遮 遮断器開放[※3] [※4] 26,27 起動 継続 継続 禁止 

連遮 遮断器開放[※3] [※4] 26,27 － 継続 継続 禁止 

なし 活線作業入力 28,29 － 禁止 禁止 禁止 

自遮または連遮 活線作業入力 [※4] 28,29 禁止 禁止 禁止 禁止 

なし ループ障害出力 LE1,LE2 － 禁止 禁止 禁止 

自遮または連遮 ループ障害出力 [※4] LE1,LE2 禁止 禁止 禁止 禁止 

[※2] 起動：再閉路条件が成立して再閉路が起動 

 禁止：再閉路禁止 

 継続：再閉路の起動が継続 

 － ：再閉路が起動しない 

[※3] 遮断器開放：遮断器条件入力無し 

[※4] 継続信号 

 

6-10．故障点標定用データ 入出力信号 

本装置の故障点標定用データ入出力信号の内容を表 6-13 に示します。 

 

表 6-13．故障点標定用データ入出力信号 

入出力信号名 端子 内容 

下り Z 切替入力 

上り Z 切替入力 

情報計測装置用入出力 

13 

30 

M1,M2 

下り回線の Z 切替時、信号を入力して下さい。 

上り回線の Z 切替時、信号を入力して下さい。 

搬送形連絡遮断装置を介して、自被制御所の情報計測装置の故障点標定

用データと対向する被制御所の情報計測装置の故障点標定用データを伝送し

ます。 

搬送形連絡遮断装置の M1,M2 端子を情報計測装置の 1M1,1M2 端子または

2M1,2M2 端子と接続して下さい。 

※情報計測装置のうち端子符号が AM1～AM4,BM1～BM4 の装置は、本型

式の搬送形連絡遮断装置と組み合わせて使用することができません。 
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７．取扱方法 

7-1．装置運用開始前の試験手順 

 

① 連遮装置の電源投入   （詳細 7-2 参照） 

② 装置動作確認 (1) パネルの表示灯確認 （詳細 7-3 参照） 

③ 装置動作確認 (2) 空制御試験  （詳細 7-4 参照） 

④ 装置動作確認 (3) 実試験   （詳細 7-5 参照） 

⑤ 総合連動試験    （詳細 7-6 参照） 

 

 

7-2．連絡遮断装置の電源投入 

対向する連遮装置は必ず A 側と B 側の組み合わせに設定して下さい。電源投入前に A 側と B 側の切替

スイッチを確認下さい。 

A 側と B 側の電源投入順序は特にありません。通常一方の電源を開放するとキャリ断状態となり、他方が

ループ障害を検知し、ループ障害表示灯・アラーム表示灯を赤点灯させ、ループ障害出力 LE1-LE2 を出力し

ます。電源投入時、既にキャリ断状態の場合（両側電源開放状態から電源投入時）、ループ障害表示灯・ア

ラーム表示灯は赤点灯せず、ループ障害出力 LE1-LE2 も出力しません。  

 

 

7-3．パネルの表示灯確認 

電源投入後、表示灯が緑点灯のみであれば正常です。 

赤点灯の表示灯がある場合、信号入力状態もしくは試験状態、異常状態（装置異常/ループ障害）であ

ることが考えられます。 

異常状態のために装置が起動しない場合は「保全マニュアル 10-5．」の指示に従って処置して下さい。 

 

表 7-1．パネルの表示灯確認 

状況 原因 

RUN 表示灯 赤点灯 
① プログラムが正常に動作していない 

② 装置異常状態時 

出力異常表示灯 赤点灯 ③ 出力信号が 5 秒以上 ON 状態になっている 

ループ障害表示灯 赤点灯 
④ 連絡線がつながっていない 

⑤ 対向の連遮装置の電源開放中 

検定表示灯 赤点灯 

⑥ 連絡線がつながっていない 

⑦ 対向の連遮装置の電源開放中 

⑧ A 側と B 側の組み合わせになっていない 

アラーム表示灯 赤点灯 

⑨ ループ障害を検知した場合、赤点灯継続 

⑩ 装置異常を検知した場合、赤点灯継続 

※ アラーム表示灯押ボタンスイッチを押すと消灯 

入力表示灯／応答表示灯 赤点灯 ⑪ 信号入力時・応答時に赤点灯 

試験表示灯 

試験状態表示灯 

試験開始表示灯 

赤点灯 ⑫ 試験状態 

空制御試験判定表示灯 赤点灯 ⑬ 空制御試験時、判定否で赤点灯 
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7-4．空制御試験 

1 箇所の被制御所だけの人員配置で、表 7-2 に示す空制御の連動試験ができます。 

（入出力回路模擬動作チェック） 

表 7-2．空制御試験 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

    「常用」 → 「試験」側に切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。 

「実試験」では試験状態に切り替わりません。 

②空制御試験 

試験開始表示灯押ボタンスイッチを押す 

空制御試験判定表示灯 

入力表示灯 

応答表示灯 

“緑”点灯を継続 

全表示灯“赤”点灯 

全表示灯“赤”点灯（入力表示灯点灯後） 

※上記は判定：良の場合の動作です。空制御試験判定表示灯が赤点灯となった場合「保全

マニュアル 10-4．」を参照下さい。 

③常用／試験切替スイッチ 

    「試験」 → 「常用」側に切り替え 

常用表示灯  

試験表示灯 

試験開始表示灯 

 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

通常動作に戻る。 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。 

「実試験」では常用状態に切り替わりません。 

以上の操作と確認で試験終了。   

■空制御試験の動作内容 

   （1） 常用／試験切替スイッチによる状態切替 

① 自被制御所の連遮装置の常用／試験切替スイッチを「常用」から「試験」側に切り替えます。 

② 自被制御所の連遮装置は連絡遮断動作中でないことを確認した後、試験準備を開始すると共に、対向の連

遮装置に試験準備の信号を送信します。 

③ 対向被制御所の連遮装置では、試験準備の信号を受信すると連絡遮断動作中でないことを確認し、試験準

備完了後、試験表示灯を消灯→赤点灯にし、準備完了を自被制御所の連遮装置に送信します。 

④ 自被制御所の連遮装置では、対向試験準備完了の信号を受信すると、試験表示灯を消灯→赤点灯に、試

験開始表示灯を消灯→赤点灯に変更し、試験状態に入ります。 

※この時点で両被制御所の連遮装置の入出力回路は外部から切り離された状態になっています。 

※状態切替時には、CPU の RAM チェック及び通信回路状態チェック等も行っています。  

 

（2） 試験開始表示灯押ボタンスイッチによる空制御試験 

① 自被制御所の連遮装置の試験開始表示灯押ボタンスイッチを押します。 

② 装置は入力回路に模擬電圧を印加し、回路動作が正常かチェックし、正常ならすべての入力表示灯が赤点

灯するとともに、対向被制御所の連遮装置に試験開始指令を送信します。 

③ 対向被制御所の連遮装置では試験開始指令を受信すると、入力回路動作チェック後、続いて出力回路（リレ

ー動作）のチェックを行い、結果を返信します。 

④ 自被制御所では、対向被制御所の連遮装置からの返信結果が正常の場合、出力回路（リレー動作）のチェッ

クを行います。結果が正常の場合、全ての応答表示灯が赤点灯し、一連の試験動作を終了します。結果が

正常の場合、空制御試験判定表示灯が緑点灯を継続し、異常の場合、赤点灯を継続します。表示灯の点

灯は、制御電源の切入、常用状態への切り替え、実試験状態への切り替え、空制御試験再試験のいずれか

を実施するまで継続します。判定が異常の場合は「保全マニュアル 10-4」を参照下さい。 
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7-5．実試験 

1 箇所の被制御所だけの人員配置で、き電盤との実連動試験を行うことができます。 

上下回線同時に実試験を行うことはできません。片回線毎に試験状態切替スイッチを操作して実施してください。 

 

(1) 自動遮断による対向模擬連絡遮断試験 手順 

作業被制御所（被制御所 1）でき電盤との自動遮断による連絡遮断連動試験を行う場合は、表 7-3 の

手順で、被制御所 2 の連遮装置が実動作することなく被制御所 2 の連遮受け信号を被制御所 1 でモニタ

することができます。 

 

  表 7-3．自動遮断による対向模擬連絡遮断試験 手順 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

「常用」 → 「試験」側に 

切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では試験状態に切り替わりません。 

②試験状態切替スイッチを 

「実試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点滅 

③50F 接点短絡等で自動遮断 

下りの試験 応答 下り連遮表示灯 2.0 秒間“赤”点灯 

上りの試験 応答 上り連遮表示灯 2.0 秒間“赤”点灯 

応答表示灯
2.0秒点灯

50F接点短絡等で
自動遮断信号入力

被制御所1 被制御所2

空制御

連遮装置 連遮装置  

④試験状態切替スイッチを 

「空制御試験」に設定 
試験開始表示灯  “赤”点灯 

⑤常用／試験切替スイッチ 

「試験」 → 「常用」側に 

切り替え 

常用表示灯  

試験表示灯 

試験開始表示灯 

 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

通常動作に戻る 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では常用状態に切り替わりません。 

 

 

(2) 自動遮断による対向・延長模擬連絡遮断試験 手順 

作業被制御所（被制御所 1）でき電盤との自動遮断による延長連絡遮断連動試験を行う場合は表 7-4

の手順で、被制御所 2 の装置及び連接連遮装置を実動作することなく、被制御所 2 の装置及び連接連遮

装置の連遮受け信号を作業被制御所でモニタすることができます。 

注）HR-23H-1 型では被制御所 1 の連接連遮装置間の 89FT のリレーが「閉」の時のみ試験可能です。 

89FT のリレーが「開」の時、試験は正常に行えません。 
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表 7-4．自動遮断による対向・延長模擬連絡遮断試験 手順 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

  「常用」 → 「試験」側に 

切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下

さい。「実試験」では試験状態に切り替わりません。 

②試験状態切替スイッチを 

「実試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点滅 

③連接連遮装置の 

常用／試験切替スイッチ 

  「常用」 → 「試験」側に切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

④連接連遮装置の試験状態切替 

スイッチを「実試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点滅 

⑤50F 接点短絡等で自動遮断 

下りの試験 

応答 下り連遮表示灯      

応答 下り連遮延長表示灯 

応答 再閉路禁止延長表示灯 

2.0 秒間“赤”点灯 

2.5 秒間“赤”点灯 

2.5 秒間“赤”点灯 

上りの試験 

応答 上り連遮表示灯      

応答 上り連遮延長表示灯 

応答 再閉路禁止延長表示灯 

2.0 秒間“赤”点灯 

2.5 秒間“赤”点灯 

2.5 秒間“赤”点灯 

空制御

連接連遮装置

応答表示灯
2.0(2.5)秒
点灯

50F接点短絡等で
自動遮断信号入力

被制御所1 被制御所2

空制御

連遮装置 連遮装置  

⑥連接連遮装置の試験状態切替 

スイッチを「空制御試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点灯 

⑦連接連遮装置の 

常用／試験切替スイッチ 

  「試験」 → 「常用」側に切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯  通常動作に戻る 

⑧試験状態切替スイッチを 

「空制御試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点灯 

⑨常用／試験切替スイッチ 

  「試験」 → 「常用」側に切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯  通常動作に戻る 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下

さい。「実試験」では常用状態に切り替わりません。 
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(3) 試験開始押ボタンスイッチ操作による連遮受け試験  手順 

作業被制御所（被制御所 1）でき電盤との連遮受けによる連絡遮断連動試験を行う場合は、表 7-5 の手

順で、被制御所 2 の連遮装置を実動作することなく連遮発信させることができます。 

   

表 7-5．試験開始表示灯押ボタンスイッチ操作による連遮受け試験 手順 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

  「常用」 → 「試験」側に 

切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。「実

試験」では試験状態に切り替わりません。 

②試験状態切替スイッチを 

「実試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点滅 

③試験開始表示灯押ボタンス

イッチ 

を押す 

対向へ連遮発信要求 

  被制御所 1：連絡遮断受け 

        ：10 秒後 再閉路開始 

         ※HR-22H-1 型は再閉路を行いません 

被制御所1 被制御所2

空制御

連遮装置 連遮装置

連絡遮断出力

再閉路指令出力(10秒後)

模擬自動遮断

試験開始表示灯
押ボタン
スイッチＯＮ 再閉路起動出力(連遮)

※HR-21H-1型,HR-23H-1型では再閉路指令出力と
50F感度変更出力が出力され、HR-22H-1型では再
閉路起動出力が出力されます

50F感度変更出力(10秒後)

 

④試験状態切替スイッチを 

「空制御試験」に設定 
試験開始表示灯 “赤”点灯 

⑤常用／試験切替スイッチ 

  「試験」 → 「常用」側に 

切り替え 

常用表示灯  

試験表示灯 

試験開始表示灯 

 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

通常動作に戻る 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。「実

試験」では常用状態に切り替わりません。 
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7-6．総合連動試験  

(1) 連動試験  別紙 1 にチェックシートの例を示します。 

(2) ループ障害検知試験 別紙 2 にチェックシートの例を示します。 

(3) 装置異常発生検知試験 別紙 3 にチェックシートの例を示します。 

 

 

7-7．連絡線取り外し時の作業手順 

連絡線を装置から取り外す場合の推奨作業手順です。試験状態の場合、対向被制御所の連遮装置機能が

停止されますので、連絡線取り外し時に装置が誤動作することはありません。 

 

表 7-6．連絡線取り外し時の開放作業手順 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

  「常用」 → 「試験」側に 

切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では試験状態に切り替わりません。 

②両被制御所の連絡線の取り外し 

自被制御所  ①検定表示灯  ⇒“赤”点灯 

 ②アラーム表示灯⇒“赤”点灯 

 ③ループ障害出力（外部警報出力）無し 

対向被制御所 ①検定表示灯  ⇒“赤”点灯 

 ②ループ障害出力（外部警報出力）無し 

③作業   

※ただし、連絡線の配線変更に関わる作業をした場合は、作業終了後に減衰特性の確認を行って異常がないことを確認して下さい。 

④連絡線の再接続 

自被制御所  ①検定表示灯  ⇒“緑”点灯” 

 ②アラーム表示灯⇒“赤”点灯 

対向被制御所  ①検定表示灯  ⇒“緑”点灯 

⑤アラーム表示灯 

   押ボタンスイッチを押す 
通信状態正常でアラーム表示灯“消灯” 

⑥空制御試験 

試験開始表示灯押ボタンスイッチ 

を押す 

空制御試験判定表示灯 

入力表示灯 

応答表示灯 

“緑”点灯を継続 

全表示灯“赤”点灯 

全表示灯“赤”点灯（入力表示灯点灯後） 

※上記は判定：良の場合の動作です。空制御試験判定表示灯が赤点灯となった場合「保全

マニュアル 10-4．」を参照下さい。 

⑦常用／試験切替スイッチ 

  「試験」 → 「常用」側に 

切り替え 

常用表示灯  

試験表示灯 

試験開始表示灯 

 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

通常動作に戻る。 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では常用状態に切り替わりません。 

自被制御所  ：常用／試験切替スイッチを試験に設定した被制御所 

対向被制御所：常用／試験切替スイッチを試験に設定していない被制御所 
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7-8．装置電源開放作業手順 

作業被制御所からの操作で、対向の連遮装置機能を停止させ（き電盤からの離脱）、対向被制御所からの外

部警報出力（ループ障害出力）を停止した後、作業被制御所の制御電源開放作業を行うことができます。 

※常用状態の連遮装置の電源を OFF にした場合、対向被制御所の連遮装置からループ障害出力が出力されま

すが、試験状態で電源を OFF にする場合、対向被制御所の連遮装置からループ障害出力は出力されません。 

 

表 7-7．装置電源開放手順 

操作手順 確認事項・状況 

①常用／試験切替スイッチ 

  「常用」 → 「試験」側に切り替え 

常用表示灯 

試験表示灯 

試験開始表示灯 

“緑”点灯 ⇒   消灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

消灯 ⇒“赤”点灯 

 ※「試験」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では試験状態に切り替わりません。 

②装置の電源開放 
対向被制御所 ①検定表示灯⇒“赤”点灯 

 ②ループ障害出力なし 

③作業 

④装置の電源投入 
自被制御所  ①試験表示灯⇒試験“赤”点灯 

対向被制御所  ①検定表示灯⇒“緑”復帰 

⑤空制御試験 

 試験開始表示灯押ボタンスイッチ 

を押す 

空制御試験判定表示灯 

入力表示灯 

応答表示灯 

“緑”点灯を継続 

全表示灯“赤”点灯 

全表示灯“赤”点灯（入力表示灯点灯後） 

※上記は判定：良の場合の動作です。空制御試験判定表示灯が赤点灯となった場合「保全

マニュアル 10-4．」を参照下さい。 

⑥常用／試験切替スイッチ 

  「試験」 → 「常用」側に切り替え 

常用表示灯  

試験表示灯 

試験開始表示灯 

 

消灯 ⇒“緑”点灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

“赤”点灯 ⇒   消灯 

通常動作に戻る。 

 ※「常用」に切り替える際には必ず試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定して下さい。

「実試験」では常用状態に切り替わりません。 

自被制御所  ：常用／試験切替スイッチを試験に設定した被制御所 

対向被制御所：常用／試験切替スイッチを試験に設定していない被制御所 
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8．監視機能 

8-1．装置状態の常時自己監視機能 

表 8-1．自己監視機能（1）装置状態の監視 

機能 監視区分 内容 異常時の装置内部処理 エラーコード 

ROM チェック 
イニシャル 

チェック 
CPU 内部 ROM の異常監視 

装置異常を検出 

CPU 停止 
No.2-1 

RAM チェック 

イニシャル 

チェック及び 

試験時監視 

CPU 内部 RAM の異常監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-2 

スタックポインタ 

チェック 
常時監視 スタックポインタの監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-3 

スイッチ設定監視 

（CPU 基板） 

イニシャル 

チェック及び 

常時監視 

CPU 基板内のスイッチ（SW1）の設

定の異常監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-4 

切替スイッチ監視 

（下り/上り切替） 

イニシャル 

チェック及び 

常時監視 

下り切替スイッチ及び上り切替スイッ

チ設定回路の異常監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-5 

切替スイッチ監視 

（試験状態切替） 
常時監視 

試験状態切替スイッチ設定回路の

異常監視 
継続して稼働 No.2-6 

出力リレーの出力継

続監視 

イニシャル 

チェック及び 

常時監視 

出力信号が 5 秒以上継続している

かどうかの監視 

5 秒以上出力継続の場合、出力を

切り離し、CPU リスタート 

装置異常を検出 

出力停止 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-7 

入力回路チェック 
イニシャル 

チェック 
入力回路の異常監視 装置異常を検出 No.2-8 

出力回路チェック 

イニシャル 

チェック及び 

常時監視 

出力リレーの読み返しによる回路監

視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-9 

装置異常出力回路

の監視 
常時監視 装置異常出力回路の異常監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

再度異常検出時CPU停止 

No.2-10 

WDT 常時監視 
プログラムが停止していないことの 

監視 

装置異常を検出 

CPU リスタート 

2 回以上連続でリスタート時

CPU 停止 

No.3-1 
クロックチェック 常時監視 クロックの発振状態を監視 

定電圧電源チェック 常時監視 装置内部の各定電圧電源の監視 

※イニシャルチェック：装置起動時の機能チェックです。 

※常時監視：常用状態時の監視機能です。常時、監視を行っています。 

※試験時監視：試験状態時の監視機能です。 

※装置異常検出時は、（1）エラーコードの記録 （2）RUN 表示灯を赤点灯 （3）装置異常出力（AL1,AL2,AL3）の出力

を行います。CPU がリスタートを行う項目については、リスタート後異常を検出しなかった場合、装置は正常に稼働します。

再度異常を検出した場合には CPU を停止します。装置異常継続中は CPU が停止状態になっているため、復旧のために

は電源切入が必要です。 
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8-2．連絡線の常時監視機能 

 

表 8-2．自己監視機能（2）連絡線の常時監視 

機能 内容 異常時の処理 

ループ障害検知 

10 分間に 1 回の割合で対向被制御所の連遮装置

にループ監視信号を送信し、応答をチェックしていま

す。 

また、キャリ断検出時はただちにループ監視信号を送

信し、チェックします。 

ループ障害検知中は、10 秒毎にループ監視信号を

送信し、チェックし続けます。 

ループ障害表示灯・アラーム表示灯が赤

点灯し、ループ障害出力 (LE1,LE2) を

出力します。 

A 側、B 側共に同様の動作をします。 

 

 

8-3．伝送信号のフォーマット 

 

本装置の伝送信号は 1 データあたり 11bit で構成され、同一データを 2 連送する方式を採用しています。

11bit の構成は図 8-1 のようになっており、各データビットに情報（下り連遮、上り連遮等）が割り当てられていま

す。 

 

図 8-1．伝送信号フォーマット 

 

上下の自動遮断信号等の入力信号は常時スキャンされ、信号が入ると一旦自己保持します。入力の種

類に応じて一定の 2 連送情報コードを作成し、送信します。対向被制御所では、この信号を受信してふたつ

のコードを照合し、さらにパリティチェックを行い、受信誤りを検知します。誤りが無ければ情報の種類を判定して

制御信号を出力します。 

上記の送信は、10 回繰り返した後に入力信号の自己保持を解きます。送信を何回も繰り返すことによりデ

ータ化けによる不動作を著しく改善します。 

 

 

 

1 2 ～ 9 10 11
スタート パリティ ストップ

11bit 11bit

データ
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9．メンテナンス 

9-1 巡回点検手順 

表 9-1．巡回点検手順 

項目 確認事項 

パネル面表示灯確認 

以下の内容が確認できれば正常です。赤点灯の場合、試験状態または異

常状態（装置異常/ループ障害）であることが考えられます。 

異常状態の場合は「10．保全マニュアル」に従って処置して下さい。 

表示灯 内容 

アラーム表示灯 消灯 

ループ障害表示灯 消灯 

出力異常表示灯 消灯 

電源表示灯 “緑”点灯 

常用／試験表示灯 “緑”点灯（常用表示灯） 

検定表示灯 “緑”点灯 

RUN 表示灯 “緑”点灯 

その他の表示灯は確認不要   

空制御試験 

（詳細は 7-4 参照） 

判定が良の場合・・・ 

空制御試験判定表示灯 “緑”点灯を継続 

判定が否の場合・・・ 

空制御試験判定表示灯 “赤”点灯を継続 

⇒「保全マニュアル 10-4．」に従って処置して下さい。弊社へ御連絡下さい。 

 

※常用／試験切替スイッチが「試験」の間は連絡遮断機能が停止しますの 

で、機能が停止しても問題ないタイミングで点検してください。点検終了後 

は必ず常用／試験切替スイッチを「常用」に戻してください。 

 

9-2．製品寿命 

製品寿命として設計上の期待値は 20 年ですが、連遮装置に使用している部品によっては寿命の短いものがあり

ます。10 年に 1 度オーバーホールされることをお勧めします。オーバーホールはプリント基板単位での入れ替えをお勧め

します。 

表 9-2．オーバーホール対象部品 

基板名または部品名 交換部品 数量 
オーバーホール 

実施推奨時期 

スイッチング電源 スイッチング電源 1 製造後 10 年 [※2] 

入出力回路（2） 

（O-I/O-072□）[※1] 
フォトカプラ 20 製造後 10 年 

入出力回路（3） 

（O-I/O-073□）[※1] 
フォトカプラ 17 製造後 10 年 

[※1]：□=空白またはアルファベット 

[※2]：アレニウスの算出式においては、周囲温度 20℃で 47 年となりますが、スイッチング電源内部に電解コンデンサが使

用されており、封印ゴムの劣化のためスイッチング電源メーカーによる寿命は 15 年です。交換は最長 15 年とし、安全性を

考え 10 年をオーバーホール実施推奨時期としております。 
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10．保全マニュアル 

10-1．異常時の処置について 

 

 

装置異常出力発生【装置運用中】    10-2．装置異常発生時の処置 

 

   

ループ障害出力発生【装置運用中】    10-3．ループ障害発生時の処置 

 

 

装置異常・ループ障害以外の問題発生    10-4．装置異常・ループ障害以外の問題発生時の処置 

 

 

装置が起動しない      10-5．装置が正常に起動しない場合の処置 

 

 

エラーコードを確認したい     10-6．エラーコード確認モード 

 

 

 装置異常またはループ障害の発生時は、表 10-1 の装置状態を確認し、処置方針を決定してください。 

 異常発生時の状況は下記（1）と（2）に大別されます。 

（1）装置異常 

継続 または 一過性 

自被制御所 または 対向被制御所 

（2）ループ障害 

継続 または 一過性 

表 10-1．異常発生時の装置状態と処置方針 

 

ループ

障害

出力

装置

異常

出力

ループ

障害

出力

装置

異常

出力

LE1-LE2 AL1-AL2 RUN
ループ

障害
LE1-LE2 AL1-AL2 RUN

ループ

障害

なし なし 緑点灯 消灯 消灯 なし なし 緑点灯 消灯 消灯 装置正常時 なし

なし
出力

継続
赤点灯 消灯 消灯

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯

自被制御所

装置異常継続
10-2．参照

なし
出力

一過性
緑点灯 消灯 赤点灯

出力

一過性
なし 緑点灯 消灯 赤点灯

自被制御所

装置異常一過性
10-2．参照

なし
出力

継続
消灯 消灯 消灯

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯

自被制御所

装置電源断

自被制御所

装置電源投入

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯 なし

出力

継続
赤点灯 消灯 消灯

対向被制御所

装置異常継続
10-2．参照

出力

一過性
なし 緑点灯 消灯 赤点灯 なし

出力

一過性
緑点灯 消灯 赤点灯

対向被制御所

装置異常一過性
10-2．参照

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯 なし

出力

継続
赤点灯 消灯 消灯

対向被制御所

装置異常継続
10-2．参照

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯 なし

出力

継続
消灯 消灯 消灯

対向被制御所

装置電源断

対向被制御所

装置電源投入

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯

出力

継続
なし 緑点灯 赤点灯 赤点灯 ループ障害 継続 10-3．参照

出力

一過性
なし 緑点灯 消灯 赤点灯

出力

一過性
なし 緑点灯 消灯 赤点灯 ループ障害 一過性 10-3．参照

自被制御所の装置状態 対向被制御所の装置状態

現象 処置方針装置状態表示灯
アラーム

表示灯

装置状態表示灯
アラーム

表示灯
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10-2．装置異常発生時の処置 

 

 

  

 

  

装置異常発生 AL1-AL2 出力または AL1-AL3 出力 

装置状態の確認 

①異常継続状態の確認（継続/一過性）  ②電源表示灯の確認（緑/赤/消灯） 

③装置状態表示灯の確認（アラーム/RUN/出力異常/ループ障害/検定） ④装置状態（常用/試験） 

異常継続 

電源スイッチ切入 

異常継続 異常復旧 

エラーコードの確認 

空制御試験 

エラーコード 

No.2-1～2-15 の記録有り 

エラーコード 

No.2-1～2-15 の記録無し 

判定：良 判定：否 

対向の連遮装置両方を電源 OFF 状態にして下さい 

図 10-1、表 10-2 の装置状態およびエラーコードを弊社営業まで御連絡下さい。 

復旧の際には、装置の状況に応じて下記（1）（2）のどちらかで対応いたします。 

（1）弊社作業員による故障箇所の部品交換 

（2）工場引き取りによる調査・修理（引き取りの際には代替器を貸し出します） 

電源断または 

一過性の異常 

継続して御使用下さい 

エラーコードの確認 

図 10-1．装置異常発生時の処置フロー 
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表 10-2．装置異常発生時の処置詳細 [※1] 

[※1] 処置詳細については推定原因に対して復旧の可能性が高い処置内容を記載しています。他の箇所の故障の可能性もあります。 

    詳しくは弊社営業まで御連絡下さい。弊社作業員による故障箇所の部品交換、または工場引き取りによる調査・修理などの処置を行います。 

御連絡の際には、図 10-1 および表 10-2 の確認事項を合わせて御連絡下さい。  

現象 

推定原因 処置詳細 
装置異常出力 

アラーム 

表示灯 

装置状態 

（表示灯） 

エラー 

コード 
AL1-

AL2 

AL1-

AL3 

出力 

有り 

出力 

無し 

消灯 全表示灯消灯 

なし 

①制御電源 DC100V 断 

①制御電源 DC100V が P,N 端

子に入力されていることの確認 

②電源スイッチの状態確認 

消灯または 

赤点灯 
RUN 赤点灯 

①AL1-AL3 出力用オンディレータイマの

故障、および以下の故障発生時 
①タイマの交換 

出力 

有り 

消灯 

全表示灯消灯 ①ヒューズの故障 ①予備ヒューズと交換 

DC24V 赤点灯 

DC5V 赤点灯 
①DC24V 出力スイッチング電源の故障 ①スイッチング電源の交換 

DC24V 緑点灯 

DC5V 赤点灯 
①DC5V DC-DC コンバータの故障 ①CPU 回路基板の交換 

異常継続

中消灯 

 

または 

 

異常復旧

時 

赤点灯 

出力異常赤点灯 No.2-7 
①出力リレーの部品故障 

②タイマ回路の故障 

①入出力回路（2）基板 

②タイマの交換 

RUN 赤点灯 

なし 

①CPU 回路基板 

・プログラム異常 

・CPU 回路の故障 

・スイッチ設定不良 

①CPU 回路基板の交換 

No.2-1 ①CPU 回路基板 CPU（ROM）の故障 ①CPU 回路基板の交換 

No.2-2 ①CPU 回路基板 RAM の故障 ①CPU 回路基板の交換 

No.2-3 ①CPU 回路基板の故障 ①CPU 回路基板の交換 

No.2-4 ①CPU 回路基板 スイッチ設定の不良 ①CPU 回路基板の交換 

No.2-5 ①切替スイッチ回路の故障 ①整定・表示回路基板の交換 

No.2-8 

①入出力回路（1）基板の故障 

②入出力回路（2）基板の故障 

③入出力回路（3）基板の故障 

④CPU 回路基板の故障 

①入出力回路（1）基板の交換 

②入出力回路（2）基板の交換 

③入出力回路（3）基板の交換 

④CPU 回路基板の交換 

No.2-9 
①入出力回路（2）基板の故障 

②CPU 回路基板の故障 

①入出力回路（2）基板の交換 

②CPU 回路基板の交換 

No.2-10 ①CPU 回路基板の故障 ①CPU 回路基板の交換 

RUN 赤点灯 

リスタート（複数） 
No.3-1 

①CPU 周辺回路の故障 

②WDT 回路の故障 

①CPU 回路基板の交換 

②CPU 回路基板の交換 

赤点灯 リスタート（1 回） No.3-1 ①5V 電源瞬断 
①スイッチング電源の交換 

  CPU 回路基板の交換 

出力 

無し 

出力 

無し 
赤点灯 正常 No.2-6 ①切替スイッチ回路の故障 ①整定・表示回路基板の交換 
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10-3．ループ障害発生時の処置 

 

（1）ループ障害発生時の原因 

 

装置がループ障害を検知した場合、表 10-3 の原因が考えられます。  

 

表 10-3．ループ障害発生時の原因と処置 

 箇所 原因 処置 

（1） 連絡線 断線または短絡 連絡線の断線・短絡調査 

（2） 連絡線 ノイズ重畳 弊社作業員による現地調査 

（3） 対向被制御所の装置 電源断または装置異常 対向被制御所の確認 

（4） 自被制御所の装置 

対向被制御所の装置 

モデム回路故障 

CPU-モデム間通信回路の故障 

CPU 回路のスイッチ設定不良 

モデム回路基板の交換 

CPU 回路基板の交換 

 

 

（2）ループ障害発生の原因調査 

ループ障害が発生した場合、発生時の装置状態を確認して下さい。 

次頁の図 10-2 の処置フローと表 10-4 のループ障害発生時の装置状態一覧をもとに、ループ障害発生の原因を

推定することが可能です。推定される原因に応じて処置を行って下さい。 

 

※ループ障害発生時は弊社営業までお問い合わせ下さい。 

お問い合わせの際には、表 10-4 の状態を御連絡いただけますと、原因調査がスムーズになります。 

 

 

（3）連絡線異常の場合の処置 

ループ障害が発生した場合は下記の処置をとって下さい。 

 

①一過性のループ異常 

継続して御使用下さい。 

装置状態およびエラーコードを弊社まで御連絡下さい。処置を検討いたします。 

 

②継続的なループ障害 

両被制御所の連遮装置の制御電源を切り、両被制御所の連絡線を連遮装置から取り外して下さい。 

その後、装置状態およびエラーコードを弊社まで御連絡下さい。 

表 10-3 の処置を行います（現地調査、または部品交換、工場引き取りによる修理）。 
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継続的なループ障害発生時（検定表示灯赤点灯）の処置 

 

いいえ 

 

対向被制御所の連遮装置は起動していますか？ 
対向被制御所の連遮装置に制御電源を供給し、電源スイッチを ON 状態にし

て下さい。 

はい   

対向被制御所の連遮装置は正常（RUN 表示灯

緑点灯）に起動していますか？ 

いいえ 

 

対向被制御所の連遮装置の RUN 表示灯が赤点灯している場合 

「10-2．装置異常出力発生時の処置」の指示に従い、処置を行って下さい。 

確認後、弊社営業まで御連絡下さい。 

はい   

連絡線は正常に接続されていますか？ 

（対向する被制御所の連遮装置間） 

いいえ 

 

連絡線が連遮装置に接続されていない場合、装置に連絡線を接続して下さ

い。 

はい   

連絡線の状態は正常ですか？ 

（断線・短絡がないこと） 

いいえ 

 
連絡線が断線・短絡状態になっている場合、連絡線を施工し直して下さい。 

はい   

アラーム表示灯押ボタンスイッチを押した時、送信表

示灯は緑点滅していますか？ 

（対向被制御所の連遮装置両方） 

いいえ 

 

送信表示灯が緑点滅しない場合、CPU から送信信号が出力されていません。 

CPU 基板の故障が推定されます。弊社営業まで御連絡下さい。 

はい   

アラーム表示灯押ボタンスイッチを押した時、受信表

示灯は緑点滅していますか？ 

（対向被制御所の連遮装置両方） 

いいえ 

 

受信表示灯が緑点滅しない場合、正常な信号が CPU まで届いていません。 

信号が送信されていない（連絡線の断線等）または装置内の通信回路の故

障、受信信号のレベルがモデムの受信レベル以下であることが推定されます。 

はい   

連絡線の減衰特性は連遮装置の仕様範囲内です

か？ 

※「5-2．連絡線の減衰特性の確認」参照 

いいえ 

 

減衰特性の測定結果が仕様範囲外の場合、連絡線による信号の減衰が大き

すぎるため、本装置を使用することができません。連絡線の施工状態の不良によ

る特性低下がないか施工状態を見直して下さい。弊社営業まで御連絡下さ

い。 

はい   

以上の処置を行ってもループ障害が復旧しない場合（検定表示灯の赤点灯が継続）、自被制御所と対向両被制御所の連遮装置の制御電

源を切り、両被制御所の連絡線を連遮装置から取り外して下さい。 

弊社営業まで御連絡下さい。現地調査、または部品交換、工場引き取りによる調査などの処置を行います。 

御連絡の際には、本フローチャートの実施事項を合わせて御連絡下さい。 

  図 10-2．ループ障害発生時の処置 
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10-4．装置異常・ループ障害以外の問題発生時の処置 

 

 （1）空制御試験で判定表示灯が赤点灯 

 

 検定表示灯が赤点灯もしくは赤点滅していた場合（アラーム表示灯が赤点灯） 

推定原因① 試験中にループ障害が発生 

⇒処置① 「10-3．ループ障害発生時の処置」を参照下さい 

推定原因② 試験中に対向被制御所の連遮装置が電源断状態 

⇒処置② 対向被制御所の連遮装置の電源を投入して下さい 

 

  自被制御所の連遮装置の入力表示灯・応答表示灯が全点灯しなかった場合 

推定原因③ 入出力回路の異常（自被制御所の連遮装置） 

⇒処置③ 自被制御所の入出力回路（2）基板、入出力回路（3）基板、CPU 回路基板の交換 

 

  対向被制御所の連遮装置の入力表示灯・応答表示灯が全点灯しなかった場合 

推定原因④ 入出力回路の異常（対向被制御所の連遮装置） 

⇒処置④ 対向被制御所の入出力回路（2）基板、入出力回路（3）基板、CPU 回路基板の交換 

 

 

 （2）常用/試験切替スイッチで状態が切り替わらない 

 

推定原因① 通信異常が発生 

⇒処置① 「10-3．ループ障害発生時の処置」に従って処置して下さい。 

 

推定原因② 装置異常が発生 

⇒処置② エラーコードを確認し、「10-2．装置異常発生時の処置」に従って処置して下さい。 

 

 

（3）A 側/B 側切替スイッチの状態が切り替わらない 

 

推定原因  装置稼働中は A 側/B 側の設定切替不可 

⇒処置  電源 OFF の状態で A 側/B 側のスイッチを切り替えて電源を再投入して下さい。 

 

 

（4）表示灯は点灯するが、リレーの接点が出力されない 

 

推定原因  出力リレーの故障 

⇒処置  入出力回路（1）基板と入出力回路基板（2）の交換 

 

（5）リレーの接点は出力されるが、表示灯が点灯しない 

 

推定原因  表示灯の故障 

⇒処置  CPU 回路基板と整定・表示回路基板の交換  
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10-5．装置が正常に起動しない場合の処置 

 

 

装置が正常に起動しない場合の処置 

   

制御電源 DC100/110V が装置に供給されて

いますか？ 

いいえ 

 

DC100/110V を装置に供給して下さい。 

※制御電源 DC100V が装置背面端子台の P-N 端子に入力されている

ことを確認（配線確認、ブレーカの ON/OFF 確認など） 

はい   

電源スイッチ ON の状態になっていますか？ 
いいえ 

 
電源スイッチを ON 状態にして下さい。 

はい   

電源表示灯 DC100V が緑点灯しています

か？ 

いいえ 

 

DC100V 表示灯が消灯している場合、制御電源が供給されていない、も

しくはヒューズの故障です。制御電源の供給を確認し、ヒューズが切れてい

る場合は予備ヒューズに交換して下さい。 

予備ヒューズに交換してもヒューズが切れる場合は、弊社営業まで御連絡

下さい。 

はい   

電源表示灯 DC24V/DC5V が緑点灯してい

ますか？ 

いいえ 

 

DC24V、DC5V 表示灯が赤点灯している場合、電源の故障です。 

「10-2．装置異常発生時の処置」の指示に従い、処置を行って下さい。 

弊社営業まで御連絡下さい。 

はい   

RUN 表示灯が緑点灯していますか？ 

 

いいえ 

 

RUN 表示灯が赤点灯している場合、装置異常が発生しています。 

「10-2．装置異常発生時の処置」の指示に従い、処置を行って下さい。 

「10-6．エラーコード表示モード」に従って、エラーコードを確認して下さい。 

確認後、弊社営業まで御連絡下さい。 

はい   

対向する被制御所の連遮装置の片方が A

側設定、もう片方が B 側設定になっています

か？ 

いいえ 

 

両方とも A 側設定もしくは両方 B 側設定の場合、装置が通信できませ

ん。 

片方の装置を A 側に設定し、もう片方を B 側に設定して下さい。 

はい   

検定表示灯が緑点灯していますか？ 
いいえ 

 

検定表示灯が赤点灯している場合 

「10-3．ループ障害発生時の処置」の指示に従い、処置を行って下さい。 

弊社営業まで御連絡下さい。 

はい   

上記処置を行っても装置が正常に起動しない場合、弊社営業まで御連絡下さい。 

現地調査、または部品交換、工場引き取りによる調査などの処置を行います。 

御連絡の際には、本フローチャートの実施事項を合わせて御連絡下さい。 

   

図 10-3．装置が正常に起動しない場合の処置 
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10-6．エラーコード表示モード 

 

本装置は故障部位推定のため、CPU が装置故障を判断した時に EEPROM にエラーコードを保存します。エラーコ

ードは特定の操作を行うことで確認することができます。 

参考用に装置異常とループ障害の原因を（10-2,10-3 節）に掲載しています。 

 

下記にエラーコードの確認手順を示します。エラーコードについては表 10-5 の一覧を参照下さい。 

 

■エラーコード確認時の注意事項 

※ エラーコード確認時は装置の機能が停止しますので、ご注意ください。 

※ 作業中に装置の電源「OFF」の作業が伴います。電源「OFF」時には装置異常出力(AL1-AL2)が出力され

ますので、ご注意ください。 

※ 常用状態で装置の電源を「OFF」とした場合、対向被制御所の連遮装置からループ障害出力（LE1-LE2）

が出力されます。しかし、試験状態で装置の電源を「OFF」とした場合、対向被制御所の連遮装置からルー

プ障害出力（LE1-LE2）が出力されません。電源「OFF」とする場合は必ず装置を試験状態にして下さい。 

※ 電源回路および CPU 回路、整定・表示回路が故障した場合エラーコード表示モードは起動できません。 

 

 

■エラーコード確認手順（1）エラーコード表示モードの起動 

 

①連遮装置の電源を「OFF」にできる状態を確保して下さい。 

※連遮装置による保護が必要な場合（き電中など）でのエラーコードの確認は推奨しません。 

②装置の常用/試験切替スイッチを試験状態に切り替えて下さい。 

③装置の電源スイッチを「OFF」状態にしてください。 

④アラーム表示灯押ボタンスイッチを押した状態で、装置の電源スイッチを「ON」状態にして下さい。 

装置がエラーコード表示モードで起動し、全ての入力・応答表示灯が約 5 秒間赤点灯します。 

 

※CPU 回路が故障した場合、エラーコード表示モードが起動しません。 

※本装置はエラーコードを EEPROM に保存しています。EEPROM が故障した場合、エラーコード表示モード 

起動時、入力表示灯または応答表示灯が点灯し続けます。 

※エラーコード表示モードでは、エラーコード表示以外の機能が停止しますので、ご注意下さい。 

  

 

  

  

アラーム表示灯押ボタンスイッチ 

スイッチを押した状態で電源「ON」

エラーコード表示モード起動 

   

常用/試験切替スイッチを 

試験側に切替 
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■エラーコード確認手順（2）エラーコードの表示 

 

①エラーコード表示モードを起動します。⇒【エラーコード確認手順（1）参照】 

②エラーコードを確認します。 

エラーコード確認時は前面パネルの下記表示灯とスイッチを使用します。 

本装置のエラーコードは表 10-5 に示す通りになります。エラー履歴①～⑤（過去 5 回）のエラーコード No.を表示

することができます。 

  

   ●試験状態切替スイッチ（エラーコード分類の選択） 

確認するエラーコードの分類を選択します。分類は下記の通りです（全 3 タイプ）。分類の詳細は表

10-5 を参照下さい。 

No.1：ループ障害（通信異常）関係 

No.2：装置異常関係 

No.3：装置リスタート関係 

 

●入力表示灯（エラーコード履歴） 

点滅回数でエラーコードの履歴を表示します。点滅が 1 回の場合は現在の表示がエラー履歴①（最

新のエラーコード No.）を表示していることを示し、点滅が 2 回の場合はエラー履歴②（2 番目に新しいエラ

ーコード No.）を表示していることを示します。いずれの場合も、入力表示灯は全て点滅します。入力表示

灯はエラーコード履歴を示すために約 0.5 秒周期で点滅し、数秒間隔で表示を繰り返します。エラーコー

ド履歴は各分類最新 5 件が表示可能です。 

 

 ●アラーム表示灯押ボタンスイッチ（エラーコード履歴の選択） 

アラーム表示灯押ボタンスイッチを押すことで、最新のエラーコードを含めて過去 5 回のエラーコードを確

認することができます。スイッチを 1 回押す毎に一つ前のエラーコードが表示されます。本装置は最大 5 件

のエラーコードを表示します。エラー履歴⑤（5 番目に新しい）の次はエラー履歴①（最新）が表示されます。

エラーコード履歴を変更する場合、スイッチを 2 秒程度押して下さい。 

 

●応答表示灯（エラーコード No.） 

点灯箇所でエラーコード No.を表示します。例えば、試験状態切替スイッチが「空制御試験」の位置に

設定されている場合、エラーコード No.1-1 では下り連遮表示灯のみが点灯し、No.1-2 では上り連遮表

示灯のみが点灯します。詳細は表 10-5 を参照下さい。 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

エラーコード番号に応じて

点灯箇所が変化 

試験状態切替スイッチの設定

でエラーコードの分類を決定 

エラーコード履歴①（最新）：1 回点滅 

エラーコード履歴②（最新）：2 回点滅 

エラーコード履歴③（最新）：3 回点滅 
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■エラーコード確認手順（3）エラーコードのクリア 

  

①エラーコード表示モードを起動します。【エラーコード確認手順（1）参照】 

②試験開始表示灯押ボタンスイッチを押して下さい。 

スイッチを押すと入力・応答表示灯が点滅します。  

押し続けると点滅の周期が短くなっていきます。 

表示灯が点滅しなくなるまで押し続けてください。 

点滅が終了した後、エラーコードがクリアされます。 

全てのエラーコードがクリアされ、応答表示灯が消灯します。 

  

■エラーコード確認手順（4）エラーコード表示モードの終了 

  

①試験状態切替スイッチを「空制御試験」に設定します。 

②電源スイッチを「OFF」状態にします。 

③電源スイッチを「ON」状態にします。  

  ※電源スイッチ「ON」時、アラーム表示灯押ボタンスイッチを押さないで下さい。 

④常用/試験切替スイッチを常用状態に設定します。 

 

以上で、エラーコード表示モードから常用状態への復帰は完了です。 

試験開始表示灯押ボタンスイッチ 

スイッチ長押しでエラーコードクリア 
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付表 1-2 
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連
遮

5
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
53

○
○

○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○

下
り

連
遮

1
○

○

下
り

連
遮

表
示

3
,4

○
○

上
り

連
遮

2
○

○
○

上
り

連
遮

表
示

5
,6

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

○
○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
　

の
も

の
（
対

向
 下

り
連

遮
な

ど
）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

 “
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：平
常

上
り

：延
長

＃
４

３
設

定

下
り

：
延

長

上
り

：
平

常

＃
４

３
設

定

下
り

：
平

常

上
り

：
　

　
Ｔ

入 力 出 力
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付表 1-3 

付
表

1
-
3
　

連
動

表
（
H

R
-
2
1
H

-
1
）

端
子

番
号

下
り

自
遮

21
○

○
○

上
り

自
遮

22
○

○
○

６
４

Ｐ
2
3

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

5
1

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

5
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
53

○
○

○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○

下
り

連
遮

1
○

○
○

○

下
り

連
遮

表
示

3
,4

○
○

○
○

上
り

連
遮

2
○

○
○

上
り

連
遮

表
示

5
,6

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○
○

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

○
○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
　

の
も

の
（
対

向
 下

り
連

遮
な

ど
）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

 “
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：
　

　
T

上
り

：
平

常

＃
４

３
設

定

下
り

：
延

長

上
り

：
　

　
T

＃
４

３
設

定

下
り

：
　

　
T

上
り

：
延

長

入 力 出 力
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付表 2-1 

付
表

2
-
1
　

連
動

表
（
H

R
-
2
2
H

-
1
）

端
子

番
号

下
り

自
遮

2
1

○
○

○

上
り

自
遮

2
2

○
○

○

６
４

Ｐ
2
3

○
○

○

再
閉

路
禁

止
3
1

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

5
1

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

5
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
5
3

○
○

○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○

下
り

連
遮

1
○

○
○

下
り

連
遮

表
示

3,
4

○
○

○

上
り

連
遮

2
○

○
○

上
り

連
遮

表
示

5,
6

○
○

○

下
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

7
○

○

上
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

8
○

○

再
閉

路
禁

止
1
4

○
○

○
○

○

下
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
2

○
○

○

上
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
3

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
　

　
の

も
の

（
対

向
 下

り
連

遮
な

ど
）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

 “
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：平
常

上
り

：平
常

＃
４

３
設

定

下
り

：
延

長
上

り
：
延

長

＃
４

３
設

定

下
り

：Ｔ
上

り
：Ｔ

入 力 出 力
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付表 2-2 

付
表

2
-
2
　

連
動

表
（
H

R
-
2
2
H

-
1
）

端
子

番
号

下
り

自
遮

2
1

○
○

○

上
り

自
遮

2
2

○
○

○

６
４

Ｐ
2
3

○
○

○

再
閉

路
禁

止
3
1

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

5
1

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

5
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
5
3

○
○

○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○

下
り

連
遮

1
○

○

下
り

連
遮

表
示

3
,4

○
○

上
り

連
遮

2
○

○
○

上
り

連
遮

表
示

5
,6

○
○

○

下
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

7
○

○

上
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

8
○

○

再
閉

路
禁

止
1
4

○
○

○
○

○
○

下
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
2

○
○

上
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
3

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

○
○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
　

　
の

も
の

（対
向

 下
り

連
遮

な
ど

）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

 “
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：
平

常
上

り
：
延

長

＃
４

３
設

定

下
り

：延
長

上
り

：平
常

＃
４

３
設

定

下
り

：
平

常
上

り
：
　

　
Ｔ

入 力 出 力
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付表 2-3 

付
表

2
-
3
　

連
動

表
（
H

R
-
2
2
H

-
1
）

端
子

番
号

下
り

自
遮

2
1

○
○

○

上
り

自
遮

2
2

○
○

○

６
４

Ｐ
2
3

○
○

○

再
閉

路
禁

止
3
1

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

5
1

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

5
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
5
3

○
○

○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○

下
り

連
遮

1
○

○
○

○

下
り

連
遮

表
示

3
,4

○
○

○
○

上
り

連
遮

2
○

○
○

上
り

連
遮

表
示

5
,6

○
○

○

下
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

7
○

○

上
り

再
閉

路
起

動
（
自

遮
）

8
○

○

再
閉

路
禁

止
1
4

○
○

○
○

○
○

下
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
2

○
○

○
○

上
り

再
閉

路
起

動
（
連

遮
）

3
3

○
○

○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○
○

○
○

○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○
○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

○
○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
　

　
の

も
の

（対
向

 下
り

連
遮

な
ど

）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

 “
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

くだ
さ

い
。

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：
　

　
T

上
り

：
平

常

＃
４

３
設

定

下
り

：延
長

上
り

：
　

　
T

＃
４

３
設

定

下
り

：
　

　
T

上
り

：
延

長

入 力 出 力
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付表 3 

付
表

3
　

連
動

表
（
H

R
-
2
3
H

-
1
） 端

子

番
号

下
り

自
遮

2
1

○
○

上
り

自
遮

2
2

○
○

６
４

Ｐ
2
3

○
○

延
長

 下
り

連
遮

5
1

○
○

延
長

 上
り

連
遮

5
2

○
○

延
長

 再
閉

路
禁

止
5
3

○
○

対
向

 下
り

連
遮

○
○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

下
り

連
遮

1
○

○
○

○

下
り

連
遮

表
示

3
,4

○
○

○
○

上
り

連
遮

2
○

○
○

○

上
り

連
遮

表
示

5
,6

○
○

○
○

延
長

 下
り

連
遮

4
1

○
○

○
○

延
長

 上
り

連
遮

4
2

○
○

○
○

延
長

 再
閉

路
禁

止
4
3

○
○

○
○

対
向

　
下

り
連

遮
○

○
○

○
○

○

対
向

　
上

り
連

遮
○

○
○

○
○

○

対
向

　
再

閉
路

禁
止

○
○

○
○

端
子

番
号

が
　

　
　

　
 の

も
の

（
対

向
 下

り
連

遮
な

ど
）
は

直
接

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

“
対

向
 下

り
連

遮
”
出

力
は

対
向

被
制

御
所

で
は

“
対

向
 下

り
連

遮
”
入

力
と

な
り

ま
す

の
で

、
そ

の
入

力
に

対
応

す
る

出
力

に
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

入 力 出 力

信
号

名

＃
４

３
設

定

下
り

：
平

常
１

上
り

：
平

常
１

＃
４

３
設

定

下
り

：
平

常
２

上
り

：
平

常
２



 

 - 60 - 

搬
送
形

連
絡
遮
断

装
置

R
S
1

搬
送

形
連
絡
遮

断
装
置

R
S
2

下
り

連
遮

延
長

出
力

41

上
り

連
遮

延
長

出
力

42 43

試
験

延
長

出
力

45

下
り

連
遮

延
長

入
力

51

上
り

連
遮

延
長

入
力

52 53

試
験

延
長

入
力

5544

4
1

4
2

4
3

4
5

5
1

5
2

5
3

5
5

4
4

54
54

試
験

延
長

入
力

試
験

延
長

出
力

下
り

連
遮

延
長

入
力

上
り

連
遮

延
長

入
力

下
り

連
遮

延
長

出
力

上
り

連
遮

延
長

出
力

11
H
,1

2H
方
面

制
御

電
源

D
C1
0
0V

/1
10

V

P N

下
り

(
13
H
)連

遮
表

示
出

力
(フ

リ
ー

接
点

）

上
り

(
14
H
)連

遮
表

示
出

力
（

フ
リ

ー
接

点
）

CA
SE

被
制
御
所
2

1
3
H
,
1
4
H
方
面

21 22 23 24 25 26 27 28 29 1 2 7 8 13 309 10 11 123 4 5 6 31 14 32 33

下
り

(1
3H
)
連

遮
出

力

上
り

(1
4H
)
連

遮
出

力

下
り
(
13

H)
自

遮
入

力

上
り
(
14

H)
自

遮
入

力

6
4P

動
作
入

力

混
触

入
力

高
配

入
力

下
り

(1
3H

)遮
断

器
条

件
入
力

上
り

(1
4H

)遮
断

器
条

件
入
力
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連絡遮断装置 総合接続図（被制御所間）※HR-23H-1 型 
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連絡遮断装置 HR-21H-1 型 総合接続図（被制御所内） 
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付図 3 

連絡遮断装置 内部接続図 
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付図 4 

連絡遮断装置 寸法図 
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付図 5-1 

連絡遮断装置 前面パネル図（HR-21H-1 型） 
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付図 5-2 

連絡遮断装置 前面パネル図（HR-22H-1 型） 
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付図 5-3 

連絡遮断装置 前面パネル図（HR-23H-1 型） 
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）
 遮

断
器

条
件

入
力

　
 ：

  
遮

断
器

開
放

時
（
作

業
中

）
の

連
絡

遮
断

受
け

に
よ

る
再

閉
路

を
行

わ
な

い
こ

と
を

確
認

。

注
．

再
閉

路
に

関
係

す
る

時
間

に
つ

い
て

は
標

準
の

再
閉

路
時

間
を

示
し

ま
す

。
詳

し
く
は

取
扱

説
明

書
「
6
-
9
.再

閉
路

機
能

詳
細

」
を

確
認

し
て

下
さ

い
。

　
　

 装
置

個
別

の
再

閉
路

時
間

に
つ

い
て

は
、

装
置

添
付

の
決

定
図

内
の

製
品

仕
様

書
を

参
照

下
さ

い
。

決
定

図
が

お
手

元
に

な
い

場
合

は
弊

社
営

業
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。

試
番

試
験

項
目

被
制

御
所

1
　

[A
側

設
定

]
被

制
御

所
2
　

[B
側

設
定

]
判

定
動

作
状

況
　

及
び

記
事

動
作

状
況

　
及

び
記

事

1
-
1

2
-
1

3
-
1

4
-
1

5
-
1

6
-
1
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別紙 1-2 

連
動

試
験

　
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー

ト
（
H

R
-
2
2
H

-
1
）

#
4
3
設

定
#
4
3
設

定

 被
制

御
所

1
 下

り
 自

動
遮

断
 試

験
下

り
下

り
回

線
下

り
下

り
回

線

　
(下

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
　

　
自

動
遮

断
赤

→
白

平
常

　
　

連
絡

遮
断

赤
→

緑

 被
制

御
所

1
 上

り
 自

動
遮

断
 試

験
上

り
上

り
回

線
上

り
上

り
回

線

　
(上

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
 　

　
自

動
遮

断
赤

→
白

平
常

　
　

連
絡

遮
断

赤
→

緑

 被
制

御
所

1
 6

4
P

動
作

　
試

験
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線

　
(6

4
P

接
点

短
絡

等
で

起
動

、
下

り
・
上

り
同

時
連

遮
発

信
)

平
常

 　
　

自
動

遮
断

赤
→

白
平

常
 　

　
連

絡
遮

断
赤

→
緑

 被
制

御
所

2
 下

り
 自

動
遮

断
 試

験
下

り
下

り
回

線
下

り
下

り
回

線

　
(下

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
　

　
連

絡
遮

断
赤

→
緑

平
常

　
　

自
動

遮
断

赤
→

白

 被
制

御
所

2
 上

り
 自

動
遮

断
 試

験
上

り
上

り
回

線
上

り
上

り
回

線

　
(上

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
　

　
連

絡
遮

断
赤

→
緑

平
常

　
　

自
動

遮
断

赤
→

白

 被
制

御
所

2
 6

4
P

動
作

　
試

験
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線

　
(6

4
P

接
点

短
絡

等
で

起
動

、
下

り
・
上

り
同

時
連

遮
発

信
)

平
常

　
　

連
絡

遮
断

赤
→

緑
平

常
　

　
自

動
遮

断
赤

→
白

1
．

延
長

き
電

、
Ｔ

き
電

の
試

験
は

3
被

制
御

所
間

で
上

表
に

準
じ

て
行

っ
て

下
さ

い
。

4
-
1

5
-
1

6
-
1

1
-
1

2
-
1

3
-
1

試
番

試
験

項
目

被
制

御
所

1
被

制
御

所
2

判
定

動
作

状
況

　
及

び
記

事
動

作
状

況
　

及
び

記
事
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別紙 1-3 

連
動

試
験

　
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー

ト
（
H

R
-
2
3
H

-
1
）

#
4
3
設

定
#
4
3
設

定

 被
制

御
所

1
 下

り
 自

動
遮

断
 試

験
下

り
下

り
回

線
下

り
下

り
回

線

　
(下

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
1

 1
．

自
動

遮
断

赤
→

白
平

常
1

 1
．

連
絡

遮
断

赤
→

緑

(平
常

2
)

 2
．

1
5
(3

0
)秒

後
再

閉
路

白
→

赤
(平

常
2
)

 2
．

2
3
(3

6
)秒

後
再

閉
路

緑
→

赤

 被
制

御
所

1
 上

り
 自

動
遮

断
 試

験
上

り
上

り
回

線
上

り
上

り
回

線

　
(上

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
1

 1
．

自
動

遮
断

赤
→

白
平

常
1

 1
．

連
絡

遮
断

赤
→

緑

(平
常

2
)

 2
．

1
5
(3

0
)秒

後
再

閉
路

白
→

赤
(平

常
2
)

 2
．

2
3
(3

6
)秒

後
再

閉
路

緑
→

赤

 被
制

御
所

1
 6

4
P

動
作

　
試

験
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線

　
(6

4
P

接
点

短
絡

等
で

起
動

、
下

り
・
上

り
同

時
連

遮
発

信
)

平
常

1
 1

．
自

動
遮

断
赤

→
白

平
常

1
 1

．
連

絡
遮

断
赤

→
緑

(平
常

2
)

 2
．

再
閉

路
　

無
し

白
(平

常
2
)

 2
．

再
閉

路
　

無
し

緑

 被
制

御
所

2
 下

り
 自

動
遮

断
 試

験
下

り
下

り
回

線
下

り
下

り
回

線

　
(下

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
1

 1
．

連
絡

遮
断

赤
→

緑
平

常
1

 1
．

自
動

遮
断

赤
→

白

(平
常

2
)

 2
．

2
3
(3

6
)秒

後
再

閉
路

緑
→

赤
(平

常
2
)

 2
．

1
9
(3

3
)秒

後
再

閉
路

白
→

赤

 被
制

御
所

2
 上

り
 自

動
遮

断
 試

験
上

り
上

り
回

線
上

り
上

り
回

線

　
(上

り
5
0
F
接

点
短

絡
等

で
起

動
、

連
遮

発
信

)
平

常
1

 1
．

連
絡

遮
断

赤
→

緑
平

常
1

 1
．

自
動

遮
断

赤
→

白

(平
常

2
)

 2
．

2
3
(3

6
)秒

後
再

閉
路

緑
→

赤
(平

常
2
)

 2
．

1
9
(3

3
)秒

後
再

閉
路

白
→

赤

 被
制

御
所

2
 6

4
P

動
作

　
試

験
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線
下

り
･上

り
下

り
回

線
・
上

り
回

線

　
(6

4
P

接
点

短
絡

等
で

起
動

、
下

り
・
上

り
同

時
連

遮
発

信
)

平
常

1
 1

．
連

絡
遮

断
赤

→
緑

平
常

1
 1

．
自

動
遮

断
赤

→
白

(平
常

2
)

 2
．

再
閉

路
　

無
し

緑
(平

常
2
)

 2
．

再
閉

路
　

無
し

白

1
．

必
要

に
応

じ
て

、
再

閉
路

禁
止

条
件

入
力

の
試

験
を

行
っ

て
下

さ
い

。

  
  

  
  

  
  

  
（
１

）
 高

配
入

力
  

　
　

  
  

  
：
  

高
配

回
線

、
き

電
回

線
の

同
時

遮
断

（
時

差
5
秒

以
内

）
に

よ
る

再
閉

路
の

禁
止

を
確

認
。

  
  

  
  

  
  

  
（
２

）
 混

触
入

力
  

　
 　

  
  

 ：
  

混
触

検
出

継
電

器
動

作
と

同
時

の
遮

断
事

故
に

よ
る

再
閉

路
の

禁
止

を
確

認
。

  
  

  
  

  
  

  
（
３

）
 活

線
作

業
入

力
  

 　
 ：

  
活

線
作

業
入

力
信

号
入

力
時

の
遮

断
事

故
に

よ
る

再
閉

路
の

禁
止

を
確

認
。

  
  

  
  

  
  

  
（
４

）
 遮

断
器

条
件

入
力

　
 ：

  
遮

断
器

開
放

時
（
作

業
中

）
の

連
絡

遮
断

受
け

に
よ

る
再

閉
路

を
行

わ
な

い
こ

と
を

確
認

。

注
．

再
閉

路
時

間
は

#
4
3
切

替
ス

イ
ッ

チ
で

切
り

替
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（
）
内

に
「
平

常
2
」
設

定
時

の
再

閉
路

時
間

を
示

し
ま

す
。

6
-
1

4
-
1

3
-
1

5
-
1

判
定

動
作

状
況

　
及

び
記

事

1
-
1

2
-
1

被
制

御
所

1
　

[A
側

設
定

]
被

制
御

所
2
　

[B
側

設
定

]

動
作

状
況

　
及

び
記

事
試

番
試

験
項

目
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別紙 2 

ル
ー

プ
障

害
検

知
試

験
　

チ
ェ
ッ
ク

シ
ー

ト

試
番

試
験

項
目

試
験

操
作

判
定

 被
制

御
所

1
 1

．
検

定
表

示
灯

“
赤

”
点

灯
 1

．
検

定
表

示
灯

“
赤

”
点

灯

　
 連

絡
線

：
開

放
 2

．
ル

ー
プ

障
害

表
示

灯
“
赤

”
点

灯
 2

．
ル

ー
プ

障
害

表
示

灯
“
赤

”
点

灯

 被
制

御
所

2
 3

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

“
赤

”
点

灯
 3

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

“
赤

”
点

灯

　
 連

絡
線

：
開

放
 4

．
ル

ー
プ

障
害

外
部

表
示

“
O

N
”

 4
．

ル
ー

プ
障

害
外

部
表

示
“
O

N
”

 被
制

御
所

1

　
 装

置
制

御
電

源
“
入

⇒
切

”

 被
制

御
所

2

　
 装

置
制

御
電

源
“
入

⇒
切

”

 被
制

御
所

1
 1

．
検

定
表

示
灯

“
緑

”
点

灯
 1

．
検

定
表

示
灯

“
緑

”
点

灯

　
 連

絡
線

：
開

放
⇒

復
旧

 2
．

ル
ー

プ
障

害
表

示
灯

消
灯

（
復

旧
後

1
0
秒

以
内

）
 2

．
ル

ー
プ

障
害

表
示

灯
消

灯
（
復

旧
後

1
0
秒

以
内

）

 被
制

御
所

1
 3

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

“
赤

”
点

灯
継

続
 3

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

“
赤

”
点

灯
継

続

　
 連

絡
線

：
開

放
⇒

復
旧

 4
．

ル
ー

プ
障

害
外

部
表

示
“
O

F
F
”

（
復

旧
後

1
0
秒

以
内

）
 4

．
ル

ー
プ

障
害

外
部

表
示

“
O

F
F
”

（
復

旧
後

1
0
秒

以
内

）

 被
制

御
所

1

　
 装

置
制

御
電

源
“
切

⇒
入

”

 被
制

御
所

2

　
 装

置
制

御
電

源
“
切

⇒
入

”

 被
制

御
所

1

　
 連

絡
遮

断
装

置
の

ア
ラ

ー
ム

　
 表

示
灯

押
ボ

タ
ン

ス
イ

ッ
チ

を
押

す

 被
制

御
所

2

　
 連

絡
遮

断
装

置
の

ア
ラ

ー
ム

　
 表

示
灯

押
ボ

タ
ン

ス
イ

ッ
チ

を
押

す

全
項

目
の

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
必

要
は

有
り

ま
せ

ん
。

試
験

は
1
-
1
⇒

3
-
1
⇒

5
-
1
⇒

5
-
2
と

1
-
2
⇒

3
-
2
⇒

5
-
2
⇒

5
-
1
の

順
序

　
ま

た
は

　
2
-
1
⇒

4
-
1
⇒

5
-
2
⇒

と
2
-
2
⇒

4
-
2
⇒

5
-
1
の

順
序

を
繰

り
返

す
こ

と
に

な
り

ま
す

。

5
-
1

連
絡

線
故

障

復
旧

3
-
2

2
-
1

2
-
2

1
-
2
と

同
様

の
結

果

1
-
1
と

同
様

の
結

果

連
絡

不
通

3
-
1

1
-
2

被
制

御
所

1
　

動
作

状
況

 及
び

 記
事

被
制

御
所

2
　

動
作

状
況

 及
び

 記
事

連
絡

線
故

障

1
-
1

5
-
2

装
置

が
正

常
に

起
動

3
-
1
と

同
様

の
結

果

装
置

が
正

常
に

起
動

3
-
2
と

同
様

の
結

果

4
-
1

4
-
2

連
絡

復
旧

ル
ー

プ
障

害
タ

ー
ゲ

ッ
ト

リ
セ

ッ
ト

 1
．

ア
ラ

ー
ム

表
示

灯
　

“
消

灯
”

 1
．

ア
ラ

ー
ム

表
示

灯
　

“
赤

”
点

灯
継

続

 1
．

ア
ラ

ー
ム

表
示

灯
　

“
赤

”
点

灯
継

続
 1

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

　
“
消

灯
”
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 装
置

異
常

発
生

検
知

試
験

　
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー

ト

試
番

試
験

項
目

試
験

操
作

判
定

 1
．

検
定

表
示

灯
“
赤

”
点

灯

 2
．

ル
ー

プ
障

害
表

示
灯

“
赤

”
点

灯

 3
．

ア
ラ

ー
ム

表
示

灯
“
赤

”
点

灯

 4
．

装
置

異
常

外
部

表
示

“
O

N
”

 4
．

ル
ー

プ
障

害
外

部
表

示
“
O

N
”

 1
．

検
定

表
示

灯
“
緑

”
点

灯
 1

．
検

定
表

示
灯

“
緑

”
点

灯

 2
．

ル
ー

プ
障

害
表

示
灯

消
灯

 2
．

ル
ー

プ
障

害
表

示
灯

消
灯

（
復

旧
後

1
0
秒

以
内

）

 3
．

ア
ラ

ー
ム

表
示

灯
消

灯
 3

．
ア

ラ
ー

ム
表

示
灯

“
赤

”
点

灯
継

続

 4
．

装
置

異
常

外
部

表
示

“
O

F
F
”

 4
．

ル
ー

プ
障

害
外

部
表
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【お問 合 せ先 】 

津田電気計器株式会社 

本 社 〒562-0045 大阪府箕面市瀬川 4 丁目 4 番 10 号 

(大阪営業所) TEL：NTT 072(720)6251(代)､JR (071)3715 FAX：072(721)6078 

( 工   場 ) TEL：NTT 072(721)7791(代)､JR (071)3776 FAX：072(722)4465 

東 京 出 張 所 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町 1 丁目 8-8 VORT 神田小川町 7F 

 TEL：NTT 03(5296)7100(代)､JR (057)3833 FAX：03(5296)7103 

  


